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反 携力 抜群 /
ス トレー ト特殊スチールパイプで

シャフトの効果が倍増されました

あなたのプレイが注日の的です

新製品 No3500キングメイト

●シャフトの反撥力をフルに発揮できる全長

16m直径 6.5mmの ストレート特殊スチール

ルバイプを使用

●小銀杏構造と輸入木材を基にした革命的な

特殊合板でバランス、耐久力は抜群
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無
我
無
中
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
回

し
、
走
り
ま
く
っ
た
初
め
て
の
合
宿

で
、
紅
白
戦
と
は
い
え
、
試
合
を
さ

せ
て
も
ら
い
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
の
相
手
に
勝
っ
て
喜
ん

だ
こ
と
…
…
。

大
学

一
、
二
年
、
大
事
な
と
こ
ろ

で
１
点
が
取
れ
な
く
て
、
苦
杯
を
な

め
て
は
、
自
分
自
身
の
ふ
が
い
な
さ

を
怒
っ
た
こ
と
…
…
。

四
年
の
頃
に
は
手
首
、腰
を
痛
め
、

ま
た
、
全
米
選
手
権
で
は
と
ジ
の
ね

ん
ざ
等
、
故
障
続
き
で
、
せ
つ
な
か

っ
た
こ
と
、
棄
権
の
く
や
し
か
つ
た

こ
と
…
…
。

競
技
を
始
め
て
十
五
年
間
、
そ
の

お
り
お
り
に
、
喜
び
、
悲
し
み
な
が

ら
、
自
分
な
り
に
力
い
っ
ぱ
い
す
ご

し
て
き
た
。

そ
し
て

「
な
に
が
楽

し
か
っ
た

か
」
と
考
え
て
み
る
と
、
海
外
遠
征

で
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
た
自
熱
す

る
試
合
と
、
そ
れ
を
鋭
く
キ
ャ
ッ
チ

す
る
観
衆
の
呼
吸
、
そ
し
て
力
を
出

し
切

っ
た
あ
と
の
、
各
国
選
手
と
の

く

っ
た
く
の
な
い
交
歓
等
、
こ
と
ば

で
は
表
現
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い

そ
の
雰
囲
気
に
ひ
た
れ
た
こ
と
で
あ

Ｚり
。最
近
で
は
、
海
外
と
の
交
流
が
盛

ん
に
な
っ
て
き
て
、
徐
々
に
そ
の
力

の
差
も
縮
ま
り
、
国
内
に
お
い
て
も

国
際
級
の
試
合
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
ま
で
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
会
場

の
雰
囲
気
と
い
う
面
で
は
、
ま
だ
ま

だ
の
感
が
あ
る
。

現
在
、
最
も
権
威
が
あ
り

´
非
公

堺
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一

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）

全
力
を
出
し
切

っ
た
試
合
が
終
わ

っ
た
あ
と
で
、
全
然
、
見
知
ら
ぬ
人

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
一月
を
た
た
か

れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

選
手
に
と
っ
て
″
見
ら
れ
て
い
る
″

と
い
う
こ
と
は
無
言

の
叱
責

で
あ

り
、
激
励
で
も
あ
る
。

「
い
い
プ
ン

ー
は
ス
タ
ン
ド
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

る
」
と
い
う
。

す
ば
ら
し
い
観
衆
と
い
い
ブ
レ
ー

は
、
車
の
両
輪
み
た
い
な
も
の
で
あ

る
。　
″
生
活
様
式
″
や
伝
統
の
ち
が

い
も
あ
り
、　
一
朝

一
夕
に
は
む
ず
か

【第4回】

ま
ず
選
手
が
クい
い
観
客
″に

式
の
世
界
選
手
権
″
と
い
わ
れ
る
全

英
大
会
が
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
の
は

″
ミ
ス
タ
ー
・
．ハ
ド
ミ
ン
ト

ン
″
シ
エ
ー
ラ
ー
氏
の
、
た
く
み
な

演
出
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
観
衆
が

す
ば
ら
し
い
か
ら
だ
。

観
客
は
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
よ
く
知

っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
が
選
手
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
知
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
時
に
は
厳
し
く

時
に
は
暖
か
く
選
手
を
見
守
り
、
ど

の
国
の
人
に
も
、
わ
け
へ
だ
て
の
な

い
気
持
ち
で
接
す
る
。

会
場
の
雰
囲
気
づ
く
り

し
い
が
、
日
本
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

が
本
当
に
成
長
す
る
た
め
に
は

″
よ

い
観
客
が
つ
く
る
よ
い
雰
囲
気
が
必

要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
自
分

（そ
の
と

き
ブ
レ
ー
を
し
て
い
な
い
選
手
）
が

そ
の
よ
う
な
目
を
持

っ
た

一
人
の
観

客
に
な
る
こ
と
か
ら
始
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
家
族
、
知
人
、

自
分
の
周
囲
の
人
々
の
間
に
そ
の
よ

う
な
観
客
を

一
人
、　
一
人
、
ふ
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（本
年
度
卜
杯
主
将
）

〓
今
月
号
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

〓

ア
ジ
ア
大
会
代
表
決
ま
る
、
女
子

高
校
生
も
参
加
　
十
二
月
九
日
か
ら

バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
る
第
六
回
ア
ジ

ア
大
会
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
代
表
チ
ー

ム
が
決
ま
っ
た
。
絶
勢
十
人
、
う
ち

選
手
は
男
女
四
人
ず
つ
。
こ
の
中
に

は
四
条
畷
高
の
西
尾
真
理
子
も
ふ
く

ま
れ
て
い
る
。
高
校
生
の
国
際
代
表

は

バ
ド

シヽ

ト
ン
で
は
初
め
て
。

本
号
で
は
、
ン」
れ
ら
代
表
の
紹
介
、

コ
ー
チ
の
抱
負
、
こ
れ
に
さ
き
立
つ

選
考
競
技
会
の
詳
報
、
候
補
選
手
合

宿
の
も
よ
う
な
ど
を
、　
ワ
イ
ド
で
お

贈
り
す
る
。

（
２
１
７
ベ
ー
ジ
）

８
ベ
ー
ジ
の
写
真
特
集
　
前
号
に

写
真
グ
ラ
フ
を
の
せ
ら
れ
な
か
っ
た

お
わ
び
も
兼
ね
て
、
本
号
で
は
ア
ジ

ア
大
会
代
表
選
考
会
出
場
者
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
を
８
ベ
ー
ジ
に
組
ん
だ
。

ケ
ガ
に
強
く
な
ろ
う
　
最
近
、
大

会
の
た
び
に
、
ア
キ
ン
ス
を
切

っ
た

と
い
う
話
を
聞
く
。
そ
れ
ほ
ど
の
重

傷
で
は
な
く
と
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
ヶ
ガ
は
多
い
。
ス
ポ
ー
ツ
に
ケ
ガ

は
つ
き
も
の
、
と
す
ま
し
て
も
い
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
る
と
、

そ
れ
だ
け
が
も
と
で
、
思
わ
ぬ
負
傷

を
し
た
り
す
る
。
ど
う
い
う
と
き
に

ケ
ガ
す
る
か
、
そ
の
予
防
、
対
策
は

ど
う
か
、
な
ど
の
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
た
。

（
８
１
１０
ペ
ー
ジ
）

ラ
ケ
ッ
ト
の
話

（用
具
ア
ラ
カ
ル

ト
第
２
回
）
ラ
ケ
ッ
ト
は
使
い
手
の

技
術
、
体
力
に
よ
っ
て
選
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
重
い
も
の
と
軽
い
も

の
は
ど
う
ち
が
う
か
。
パ
ラ
ン
ス
は

ど
う
や
っ
て
調
べ
る
か
、
頭
が
重
い

の
は
、
ど
ん
な
利
点
が
あ
る
か
。
わ

か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
案
外
、
知
ら

な
い
点
を
解
説
し
た
。

（
２８
１
２９
ペ

ー
ジ
、
見
開
き
）

パ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
マ
ス
タ
ー
こ
そ

上
達

へ
の
決
定
的
な
ポ
イ
ン
ト
。
本

号
か
ら

″
百
万
人
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

上
達
法
″
中
高
校
編
は
、
講
師
が
佐

藤
茂
雄
先
生
。
昨
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
三
冠
王
を
と
っ
た
柴
山
選
手
育

て
の
親
、
佐
藤
先
生
は
、
ま
ず
第

一

回
と
し
て
パ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
す
べ
て

を
講
議
す
る
。

（
２４
べ
‐
ジ
）

新
兵
器
ビ
デ
オ
コ
ー
ダ
‥
登
場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
、
科
学
的
に
と
ら

え
、
教
材
と
も
す
る
た
め
、
日
本
協

会
は
、
こ
の
ほ
ど

″
大
金
´
を
投
じ

て
ビ
デ
オ
コ
ー
ダ
ー
を
購
入
し
た
。

（３０
ベ
ー
ジ
）



川端 監督

男
子
小
島
、
女
子
湯
木
ら
各
４
選
手

本間 順次 栂野尾昌― ノト島 一平 板垣コーチ

史

上

初
、
女

子

に

高

校

生

里

醤

３

第
六
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
決
ま

っ
た
。
選
考
競
技
会

（九
月
十
五
、

十
六
日
）
と
候
補
合
宿

（十
月

一
日

―
五
日
）
の
結
果
、
十
月
十
日
の
日

本
協
会
常
務
理
事
会
で
正
式
に
承
認

さ
れ
た
。
監
督
は
川
端
昇
市
日
本
協

大
会
は
十
二
月
九
日
か
ら
二
十
日

ま
で
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
で
開
か

れ
る
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
開
会
式
の

翌
日
、
十
日
か
ら
最
終
日
ま
で
、
午

前
、
午
後
、
夜
間
と
ぶ
っ
つ
づ
け
に

続
行
さ
れ
る
。

種
日
は
男
女
の
団
体
戦

（３
単
２

複
制
）
と
男
女
の
個
人
戦

（単
、複
、

混
合
）
で
、
の
べ
七
つ
の
タ
イ
ト
ル

が
か
け
ら
れ
る
。

エ
ン
ト
リ
ー
は
選
手
が
各
六
人
ま

で
だ
が
、
派
遣
す
る
日
本
体
育
協
会

の
Ｊ
Ｏ
Ｃ

（
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委

員
会
が
、
少
数
精
鋭
の
編
成
方
針
を

打
ち
出
し
た
た
め
、
日
本
の
参
加
者

は
各
四
選
手
に
押
え
ら
れ
た
。

団
体
戦
に
は
三
名
以
上
六
人
ま
で 次

期

の

″世

界
″
意
識

し
た

編
成

会
理
事
長
、
コ
ー
チ

（兼
国
際
審
判

員
）
板
垣
隆
房
日
本
協
会
競
技
力
向

上
委
員
で
、
選
手
は
別
記
の
よ
う
に

男
子
が
小
島

一
平
、
女
子
、
湯
木
博

江
ら
各
四
人
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
国
際
交
流
が
少

な
い
こ
と
、
し
か
も
次
回
の
卜
杯
、

が
出
場
で
き
る
。
し
か
し
個
人
戦
は

一
国
か
ら
シ
ン
グ
ル
ス
各

一
名
、
ダ

ブ
ル
ス

（三
種
目
）
各

一
組
し
か
出

ら
れ
な
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
仮

エ
ン
ト
リ
ー

国
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
調
べ
で
九
カ
国
だ
が
、

こ
の
段
階
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
香

港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
意
志
表
示
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
最
終
的
に
は
十

二
、
三
カ
国
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

日
本
の
ラ
イ
バ
ル
は
当
然
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
地
元
タ
イ
に
な
ろ
う
。

Ｉ
代
表
チ
ー
ム
ー

◆
監
督
　
川
端
昇
市

（里
）
立
大

ユ
杯
戦
に
備
え
る
と
い
う
点
か
ら
、

現
在
の
ト
ッ
プ
級
に
、
若
手
を
加
え

る
と
い
う
方
針
で
編
成
さ
れ
、
男
子

に
は
谷
口

（立
大
三
年
）
女
子
に
は

史
上
初
め
て
高
校
生
の
西
尾

（四
条

畷
三
年
）
が
選
ば
れ
た
。

出
、
日
本
協
会
理
事
長
、
競
技
力
委

員
長
、
第
六
回
卜
杯
監
督

◆
コ
ー
チ
　
板
垣
隆
房

（三
）
立

大
出
、
日
本
協
会
競
技
力
向
上
委
員
、

山
形
県
協
会
理
事
長

★
　
　
★
　
　
★

◆
選
手
　
小
島

一
平

（乗
）
中
大

出
、　
ョ
ネ
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
、
第
七
、

入
回
卜
杯
代
表
、
６６
１
６９
年
全
日
本

総
合
単
１
位
、
６７
１
６９
年
同
複
１
位

６９
年
全
英
複
、
全
米
単
３
位
、
１
６

０
っ
、
６０
♂
、
主
将

◆
選
手
　
栂
野
尾
昌

一
（量
）
法

大
出
、
ョ
ネ
ヤ
マ
ラ
ケ
ッ
ト
、
“
年

国
際
学
生
複
２
位
、
第
八
回
卜
杯
代

表
、
６９
年
全
日
本
総
合
複
２
位
、
１

７
６
弓
、
６５
♂

◆
選
手
　
本
間
順
次

（三
）
中
大

四
年
、
６８
年
国
際
学
生
複
１
位
、
単

２
位
、
６８
１
６９
年
全
日
本
学
生
単
１

位
、
６９
年
全
日
本
総
合
単
２
位
、
１

７
６
つ
、
６８
♂

◆
選
手
　
谷
口
寛

（
克
）
立
大
二

年
、
６９
年
関
東
学
生
新
人
王
、
７０
年

関
東
学
生
単
２
位
、
１
７
８
つ
、
６９
♂

★
　
　
★
　
　
★

◆
選
手
　
湯
木
博
江

（三
）
曰
女

体
大
四
年
、
第
５
回
ュ
杯
代
表
、
６９

年
全
英
、
全
日
本
総
合
、
全
日
本
学

生
単
１
位
、
１
６
１
つ
、
∞
♂
、
副
将

◆
選
手
　
竹
中
悦
子

（舌
）
新
潟

青
陵
短
大
出
、
同
研
究
生
、
第
五
回

ユ
杯
代
表
、
６９
年
全
日
本
総
合
、
全

日
本
学
生
各
複
１
位
、
単
２
位
、
７０

年
全
英
単
１
位
、
複
２
位
、
１
６
３

っ
、
５５
♂

◆
選
手
　
相
沢
マ
チ
子

（舌
）
新

潟
青
陵
短
大
出
、
同
研
究
生
、
第
五

回
ュ
杯
代
表
、
６９
年
全
日
本
総
合
、

全
日
本
学
生
複
１
位
、
７０
年
全
英
複

２
位
、
１
６
３
つ
、
５３
♂

◆
選
手
　
西
尾
真
理
子

（
〓
）
大

阪

・
四
条
畷
学
園
高
二
年
、
７０
年
全

国
高
校
選
手
権
複
２
位
、
単
ベ
ス
ト

４
、
１
５
７
つ
、
５６
♂



大
会
に
臨
む
に
当
た
っ
て

西尾真理子 竹中 悦子

ゞ  7

相沢マチ子 湯木 博江 谷 ロ 寛

ア
ジ
ア
大
会
に
参
加
す
る
日
本
チ

ー
ム
に
は
、
二
つ
の
課
題
が
あ
る
。

一
つ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
大
会

で
い
い
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
、
も

う

一
つ
は
、
あ
と
二
年
後
の
ュ
杯
、

そ
の
翌
年
の
卜
杯
戦
を
考
え
、
そ
の

た
め
の
勉
強
、
研
究
を
、
で
き
る
だ

け
や
る
こ
と
で
あ
る
。

チ
ー
ム
は
、
そ
の
二
つ
の
目
的
を

で
き
る
だ
け
満
た
す
と
い
う
方
針
の

も
と
に
つ
く
ら
れ
た
。

っ
ま
り

″
一
発
主
義
″
で
あ
る
代

表
選
考
会
に
強
か
っ
た
も
の
、
そ
し

て
、
そ
の
中
に
、
で
き
る
だ
け
若
手

を
入
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
に
ぶ
ん
に
も
選
手
の
ワ
ク
が
四

人
ず
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ

の
目
的
を
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
相
談
だ
が
、
方
針
だ
け
は
貫
い
た

つ
も
り
で
あ
る
。

く
り
か
え
す
が
、
今
度
、
勝
つ
だ

け
が
唯

一
の
目
的
で
は
な
い
。
不
幸

に
し
て
、
候
補
合
宿
の
結
果
、
選
に

も
れ
た
人
も
、
次
の
チ
ャ
ン
ス
を
め

ざ
し
て
、
く
じ
け
ず
努
力
し
て
は
し

い
と
強
調
し
た
い
。

さ
て
、
大
会
に
は
、
の
べ
七
つ
の

タ
イ
ト
ル
、
つ
ま
り
金
メ
ダ
ル
が
あ

る
。
私
と
し
て
は
、
選
手
全
員
が
、

こ
の
す
べ
て
を
と
る
ん
だ
、
と
い
う コ

ー

チ

　

板

垣

隆

一房

■

・ル
嶋
待

意
気
込
み
で
が
ん
０

し
て
い
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
ア
ジ
ア
大
会

で
日
本
の
最
も
有
望
な
種
日
の

一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
参
加
す
る

競
技
の
中
に
は
、
他
国
の
レ
ベ
ル
が

低
い
た
め
、
日
本
自
体
が
大
し
た
こ

と
が
な
く
て
も
、
勝
て
る
も
の
も
あ

る
。
し
か
し
、　
ユ
杯
を
保
持
し
、
ト

杯
で
も

″
王
座
″
に
ひ
と
息
と
い
う

わ
れ
わ
れ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
そ
の

実
力
を
天
下
に
示
し
て
、
堂
々
と
勝

た
ね
ば
な
ら
な
い
。

強
敵
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
地
元
の

タ
イ
。
地
元
は
ゃハ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
盛

ん
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
然
、
ス
タ

ン
ド
は
熱
狂
的
な
雰
囲
気
に
な
る
だ

ろ
う
。
選
手
は
あ
ら
か
じ
め
、
し
っ

か
り
と

ハ
ラ
を
す
え
て
か
か
る
必
要

が
あ
る
。

は
っ
き
り
い
っ
て
、
勝
負
を
決
す

る
最
後
の
も
の
は
気
力
で
あ
り
、
実

力
を
引
き
出
す
も
の
も
、
気
力
で
あ

る
。
こ
の
点
、
合
宿
で
み
た
選
手
団

の
中
に
は
、
気
力
に
乏
し
い
も
の
、

基
礎
の
弱
い
も
の
、
み
ず
か
ら
考
え

る
力
の
不
足
し
て
い
る
も
の
も
、
い

な
い
と
い
え
な
か
っ
た
。
自
主
練
習

の
中
で
ヽ
大
会
ま
で
の
間
、
少
し
で

も
前
進
し
て
ほ
し
い
。

水 1等 検定合格球
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第
六
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
代
表

選
手
選
考
競
技
会
は
、
九
月
十
五
、

十
六
の
両
日
、
東
京

・
台
東
体
育
館

で
開
か
れ
た
。

日
本
協
会
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

で
選
定
し
た
出
場
資
格
者
の
中
か
ら

男
子
十
六
、
女
子
十
九
人
が
参
加
し

て
、
各
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
の

勝
ち
抜
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
敗
を

き
そ
っ
た
。

小
島
は
栂
野
尾
に
敗
る

◆
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

▼

一
回
戦

占める
⌒今  ⌒鈴
中  電
大    々V泉  V木
2     2

1515   1515
11  11
33 76
0     0
紡森  ⌒尾V⌒  中
川  大
島  V崎

マ（栂「
君
梶
２（・５．５日
・１．）０糊
）（早
大

⌒池
電
々V田
2

1715
11
148

0
⌒岩
中
大V下

新
鋭
谷
口
が
ベ
ス
ト
４
入
り

（谷立
大
「
２⌒・５．５日
０３）０
（堺河崎
）

（鷲中大鶏２（・５．５‐１８８）０誨無， 無

キダ
甲
大
一Ⅷ
２
（
・５．５
日
９８
）
０
口坂
駄
一ラ
（っ

▼
二
回
戦

ネノ‐、斃〕マ（一
２（・５．８日
７．３）０鈴

栂
野
尾
２（・５．５日
９５）０今

谷
　
　
口
２（・５．５日
・２３）０鷲

木・　
ｍ同２（・５．５日
・８）０池

▼
準
決
勝

栂

野

本

間   尾
2      2

1515   15159
11  111
410   7 715

0      1
谷   月ヽ

▼
決
　
勝

木・　
ｍ同２（・５．５‐‐
・０７）０粗二野
一馬

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼

一
回
戦

（尾本岬大。「２（・５．５日７．．）痢日本工臨非『

静岬』蜘「２（・５．５日７．．）０『一々（田「拠̈

椰静マ（。「２（・５．５日９５）０（下今［大．）

▼
準
決
鵬

淋
　
　
馴
２
（
・５．５
日
２．２
）
０
早
（
堺
大河。
鋼
｝ 泉尾島

■■■■

ア
ソ

ア
大
△

=と
は
■■■■

4

ア
ジ
ア
大
会
は
、
い
わ
ば
ア
ジ
ア

地
域
の

″
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
″
で
、
戦

前
に
行
な
わ
れ
て
い
た
″極
東
大
会
″

が
形
を
変
え
た
も
の
。

四
年
に

一
度
の
原
則
で
、
本
も
の

の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
中
間
年
に
開
か

れ
る
。　
一
九
五
〇
年
に
始
ま
り
、
第

二
回

（五
八
年
）
は
東
京
で
行
な
わ

れ
た
。
今
年
度
の
開
催
地
は
韓
国
の
ソ
ウ

ル
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
資
金
難

な
ど
の
理
由
で
返
上
し
た
た
め
、
前

回
に
続
い
て
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
が
引

き
受
け
た
。
そ
の
代
わ
り
、
資
金
の

一
部
を
参
加
各
国
が
出
し
合

っ
た
。

ア
ジ
ア
と
い
う
特
殊
地
域
で
の
大

会
な
の
で
、
実
施
種
目
も
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
や
や
ち
が
い
、
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
卓
球

（卓
球
は
今
回
な
い
）
な

ど
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
体
操

は
種
日
に
は
い
っ
て
い
る
が
、
や
っ

て
い
る
国
が
少
な
い
た
め
、
実
際
に

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

今
回
の
実
施
競
技
は
陸
上
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ボ
ク
シ

ン
グ
、
自
転
車
、
サ
ッ
カ
ー
、
ホ
ッ

ケ
ー
、
射
撃
、
水
泳

（飛
込
み
、
水

球
ふ
く
む
）
バ
ン
ー
、
重
量
あ
げ
、

レ
ス
リ
ン
グ
、　
ヨ
ッ
ト
の
十
二
。

加
盟
国
は
十
九
あ
る
が
、
全
部
が

参
加
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
。



アジア大会代表選考競技会

湯木復調、トソプの座に

男子は本間、宿願の首位
栂小

野

尾島
2

151511
111
4615
1

河森

田

▼
決
　
勝

男
子
で
は
第

一
人
者
の
小
島
が
準

決
勝
で
後
輩
の
栂
野
尾
に
敗
れ
、
本

間
が
代
わ
っ
て
首
位
を
占
め
た
。
ダ

ブ
ル
ス
は
小
島

・
栂
野
尾
組
の
も
の

と
な
っ
た
。

女
子
は
ベ
テ
ラ
ン
高
木
が
単
複
と

も
ふ
る
わ
ず
、
シ
ン
グ
ル
ス
は
復
調

湯
木
が
ト
ッ
プ
を
、
ダ
ブ
ル
ス
は
竹

中

・
相
沢
組
が
勝
っ
た
。
四
人
参
加

の
高
校
生
も
健
斗
が
日
立
っ
た
。

栂小

野

尾島
2

1515
11
1210

0
鷲本

尾間

高
木
不
振
、

単
複
と
も
落
と
す

◆
女
子
シ
ン
ゲ
ル
ス

▼

一
回
戦

（
秋
四
条
嚇
高
）
棄
権

（新
駿
電
々
窯

炉

大
臨

，
大
）
棄
権

（成
鋼
女
高
判

知
略高（コ
２（・１１．日
４８）０源婿
短（錬

潮
矧）（日
２（・１１．日
６５）０雑訥
）（．

▼
二
回
戦

竹

　

中

（青
陵
短

大
研
）

高
坂

（青

学
大
）

浦
口

（日

女
体
大
）

湯
木

（日

女
体
大
）

爛備ゆ駅２一・２．２６‐‐―・・．．．．一・西

短（高煉
獄
断
２（・１１２Ｈ
・・０）０鉢
鯛
大（「

掛対
）（日２
一・・２．．‐―‐
４．．０一．雛如
高（一

期
矧
）（日
２（・・１．日
３７）０短（高煉姉瑯

▼
三
回
戦

竹
　
　
中
２（・１１．日
５５）０高
　
　
坂

湯一　　一本２（ШＨ
４７）０浦
　
　
ロ

相
　
　
沢
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４．．）。高
　
　
崎
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準
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湯
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◆
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子
ダ
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ル
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▼

一
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条
畷
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夢
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▼
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―
野
尾
、
相
沢
の
進
境
め
だ
つ

高

校

勢

の
活

躍

も

う

れ

し

い
収

穫

観
●
戦
一　
記

「
新
鋭
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て

ト
ッ
プ

・
ク
ラ
ス
の
ベ
テ
ラ
ン
は
う

か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
」
―
―
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
界
に
見
ら
れ
る
最
近
の

″
う
れ
し
い
傾
向
″
だ
が
、
こ
の
二

日
間
の
試
合
に
、
こ
の
傾
向
が
は
っ

き
り
現
わ
れ
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
小
島
、
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
の
高
木
の
両
ベ
テ
ラ
ン

が
、
と
も
に
ベ
ス
ト
４
に
残
れ
な
い
。

高
木
の
プ
レ
ー
に
や
や
練
習
不
足
は

感
じ
ら
れ
た
が
、
二
人
と
も
実
力
が

落
ち
た
と
は
思
え
な
い
。
い
っ
た
い

だ
れ
が
こ
の
二
人
に
か
わ
っ
て
、
ベ

ス
ト
４
入
り
を
果
し
た
の
か
。

男
子
の
栂
野
尾
、
女
子
の
相
沢
の

二
人
と
い
え
る
だ
ろ
う
。栂
野
尾
は
、

さ
る
二
月
、
京
都
で
開
か
れ
た
ト
マ

ス
杯
ア
ジ
ア
地
区
予
選
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
迎
え
た
と
き
、
小
宮
監
督
が

「
正
選
手
と
し
て
使
お
う
か
、
補
欠

に
ま
わ
そ
う
か
迷

っ
た
」
ほ
ど
、
す

で
に
成
長
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
そ
の

実
力
は
、
当
時
本
間
と
紙

一
重
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

第

一
日
の
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

読
売
新
聞
小

林

範

夫

で
は
そ
の
本
間
と
対
戦
し
ス
ト
レ
ー

ト
で
敗
れ
た
が
７
点
、
１０
占
いと
ポ
イ

ン
ト
を
か
せ
い
で
、
好
調
本
間
に
肉

迫
し
て
い
る
。

長
身
か
ら
打
ち
お
ろ
す
フ
ォ
ー
ム

は
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ョ
ッ
ト
が
フ
ェ
イ

ン
ト
気
味
で
、
独
特
の
持
ち
味
が
あ

る
。
ダ
ブ
ル
ス
は
、
小
島
と
組
ん
で

間
が
な
い
が
コ
マ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に

激
し
く
動
き
ま
わ
る
小
島
と
息
が
合

っ
て
く
れ
ば
、
国
際
的
に
も
ュ
ニ
ー

ク
な
ペ
ア
と
な
る
だ
ろ
う
。

女
子
の
相
沢
は
、
成
長
し
た
と
い

う
よ
り
復
調
し
た
、
と
い
っ
た
方
が

正
し
い
よ
う
だ
。
こ
こ

一
、
二
年
の

プ
レ
ー
に
見
ら
れ
た
迷
い
の
よ
う
な

も
の
が
消
え
て
、
の
び
の
び
と
プ
レ

ー
し
て
い
る
。
こ
と
し
全
英
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
な

っ
た
ダ
ブ
ル
ス
・
パ
ー

ト
ナ
ー
の
竹
中
に
く
ら
べ
る
と
、
軽

快
さ
が
あ

っ
て
見
る
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
，

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
準
決
勝

で
湯
木
―
竹
中
が
あ
た
っ
て
、
ク
ジ

運
に
恵
ま
れ
た
感
じ
は
あ

っ
た
が
、

湯
木
と
の
決
勝
で
は
第
１
ゲ
ー
ム
を

１
ポ
イ
ン
ト
で
押
え
る
な
ど
積
極
的

な
動
き
を
み
せ
た
。
た
だ
、
後
半
せ

り
合

っ
て
、
こ
こ
一
番
と
い
う
大
事

な
と
き
に
、
自
ら
ミ
ス
を
く
り
返
し

て

″負
け
て
や
っ
た
´
と
い
う
印
象

を
与
え
て
し
ま
う
欠
点
は
、
今
後
も

改
善
し
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

湯
木

″実
力
世
界

一
″

を
証
明

春
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
で
ア
キ
ン

ス
け
ん
を
切

っ
た
湯
木
は
、
回
復
後

初
の
公
式
戦
だ

っ
た
が

「
無
意
識
の

う
ち
に
か
ば

っ
て
し
ま
う
」

（当
人

の
話
）
よ
う
な
プ
レ
ー
が
二
、
三
見

う
け
ら
れ
、
本
来
の
ス
ロ
ー

・
ス
タ

ー
タ
ー
ぶ
り
を
さ
ら
に
強
調
し
て
、

竹
中
、
相
沢
戦
と
も
フ
ル
・
ゲ
ー
ム

に
持
ち
込
ん
だ
が
、
大
事
な
と
こ
ろ

は
大
胆
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
し
め
く
く

る
な
ど

″
実
力
世
界

一
″
を
誇
示
し

て
い
た
。

こ
の
ほ
か
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
ベ

ス
ト
４
に
残

っ
た
小
片
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス
準
々
決
勝
で
竹
中
、
相
沢
組
を

手
こ
ず
ら
せ
た
高
校
生
の
秋
本

。
西

尾
ら
の
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
た
試
合
ぶ

り
が
印
象
に
残

っ
た
。

東京都台東区浅草橋 5-26-7
TEL(851)9409。 (866)2515

トヨタを選んだ

本年度公式大会使用球

あの娘の瞳が
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,毬11‐

ア
ジ
ア
大
会
選
考
競
技
会
の
終
了

後
、
競
技
力
向
上
委
員
会
は
、
た
だ

ち
に
会
議
を
開
き
、
男
女
各
六
人
を

″
候
補
″
に
決
定
、
十
月

一
日
か
ら

五
日
間
、
す
で
に
決
定
し
て
い
る
監

督

・
川
端
昇
市

（理
事
長
）
コ
ー
チ

板
垣
隆
房

（競
技
力
向
上
委
員
）
の

指
導
の
も
と
、
東
京

・
北
辰
電
機
体

育
館
で
、
合
宿
練
習
を
行
な

っ
た
。

こ
の
合
宿
で
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
コ

ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
を
見
る
こ

と
に
重
点
が
お
か
れ
た
が
、
ほ
か
に

も
、
基
礎
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
技

術
、
戦
術

一
般
に
つ
い
て
、
選
手
た

ち
が
、
何
を
ど
の
て
い
ど
身
に
つ
け

て
お
り
、
何
が
欠
け
て
い
る
か
、
き

び
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。

指
導
陣
が
ダ
ブ
ル
ス
に
目
を
む
け

た
の
は
①
ダ
ブ
ル
ス
の
養
成
に
は
時

間
が
か
か
る
こ
と
②
ユ
杯
、
卜
杯
で

も
、
ア
ジ
ア
大
会
同
様
に
ダ
ブ
ル
ス

の
成
否
が
勝
敗
を
大
き
く
左
右
す
る

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
③
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
は
、
確
た
る

ペ
ア
が
少
い
こ
と
④
そ
の
た
め
、
い

い
ペ
ア
の
養
成
の
ス
タ
ー
ト
を
、
こ

の
合
宿
に
お
く
―
―
と
い
う
考
え
方

に
も
と
づ
い
た
も
の
。

し
か
し
、
世
界
二
位

（全
英
選
手

権
準
優
勝
）
の
女
子
、
竹
中

・
相
沢

組
に
し
て
か
ら
が
、
い
く
つ
か
の
欠

点
を
指
摘
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
大

部
の
選
手
は
、
み
ず
か
ら

「
ダ
ブ
ル

ス
は
わ
か
ら
な
い
。
む
ず
か
し
い
」

と
告
白
し
、
指
導
陣
か
ら
は

「
ダ
ブ

ル
ス
と
い
う

″
二
人
プ
レ
ー
″
が
持

つ
意
味
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
進
歩

す
る
は
ず
が
な
い
」
と
き
つ
い
注
意

が
あ

っ
た
。

体
力
、
運
動
能
力
を
つ
か
ん
で
い

な
い
た
め
、
プ
レ
ー
の
足
を
ひ
っ
ぱ

っ
て
い
る
こ
と
、
気
力
や
意
欲
に
と

ぼ
し
い
こ
と
、
研
究
熱
意
に
欠
け
る

こ
と
が
進
歩
を
さ
ま
た
げ
る

″敵
″

で
あ
る
こ
と
、
な
ど
も
指
摘
を
受
け

た
。総

括
的
に
、
指
導
陣
か
ら
は

「
日

本
の
ト
ッ
プ

。
レ
ベ
ル
に
あ
り
な
が

ら
、
ン」
ん
な
こ
と
か
、
と
思
う
よ
う
な

問
題
点
も
見
ら
れ
、
今
後
の
自
覚
を

の
ぞ
む
、
と
注
文
が
つ
け
ら
れ
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
開

か
れ
、
第
四
日
の
夜
は
、
も
と
卜
杯

代
表
の
佐
藤
競
技
力
向
上
委
員
、
東

京
新
聞

・
後
藤
記
者
も
交
え
て
、
反

省
総
ま
く
り
が
行
な
わ
れ
た
。

佐
藤
委
員
は

「自
分
で
考
え
な
い

で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
前

置
き
し
て
ダ
ブ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

「自
分
が
決
め
る
気
で
は
な
く
、
パ

ー
ト
ナ
ー
に
決
め
て
も
ら
う
と
い
う

の
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
。
こ
れ
が
コ
ン

ピ
と
い
う
意
味
。
守
備
範
囲
が
せ
ま

い
代
わ
り
、
ス
ピ
ー
ド
が
倍
に
な
る

点
を
考
え
よ
」
と
述
べ
た
。
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に強くな

と対策
ス
ボ

ー

ツ
を
や
れ
ば
ケ
ガ
を
す

る
。
ケ
ガ
を
恐
れ
た
ら
ス
ポ
ー
ツ
は

で
き
な
い
。
と
か
く
二
つ
は
両
立
し

に
く
い
―
―
夏
日
漱
石
を
も
じ
っ
て

い
え
ば
、
ま
あ
、
こ
う
い
う
こ
と
で
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
界
で

は
、
全
国
的
な

″
傷
害
保
険
制
度
″

原

因

を
知

ろ

う

ヘ
タ
な
や
つ
ほ
ど
、
ケ
ガ
を
す
る
。

こ
れ
は
、
あ
る
て
い
ど
本
当
だ
。
し

か
し
、
上
手
な
人
は
絶
対
ケ
ガ
し
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

は
ず
だ
。

今
年
の
欧
州
遠
征
で
、
当
時
、
全

英
、
つ
ま
り
世
界
選
手
権
を
持

っ
て

い
た
湯
木
選
手

（日
女
体
大
）
が
ア

キ
ン
ス
を
切
り
、
つ
い
で
高
木
選
手

（東
海
女
短
大
教
員
）
が
肉
ば
な
れ

で
、
せ
っ
か
く
の
試
合
を
や
れ
な
く

な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
読
者
の

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
。

ケ
ガ
を
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の

理
由
、
条
件
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
ま

ず
、
な
に
が
ケ
ガ
を
ひ
き
お
こ
す
要

因
か
を
知
り
、
そ
の
要
因
を
自
分
で

つ
く
り
出
さ
ぬ
こ
と
が
大
切
だ
。

最
初
に
、
そ
の
要
因
を
な
ら
べ
て

み
よ
う
。

ク自
己
診
断
″
が
必
要

①
体
調
の
不
備
―
―
こ
れ
が

一
番

大
き
い
。
い
わ
ゆ
る
コ
ン
デ
シ
ョ
ン

が
わ
る
い
、
と
い
う
や
つ
だ
。

調
子
が
よ
く
な
い
こ
と
に
も
、
い

く
つ
か
の
原
因
が
あ
る
。
カ
ゼ
を
ひ

い
た
、　
雀
フ
が
痛
い
、
な
ど
軽
い
病

気
が
、
治
り
き
っ
て
い
な
い
と
き
。

寝
不
足
の
と
き
。
自
分
の
か
ら
だ
は

自
分
が

一
番
よ
く
わ
か
る
は
ず
。
こ

ん
な
と
き
に
は
、無
理
は
も
ち
ろ
ん
、

ふ
だ
ん
や
っ
て
い
る
と
同
じ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
練
習

を

し
て
は

い
け
な

い
。
試
合
に
出
る
場
合
な
ら
、
な
お

さ
ら
だ
。

「自
分
は
、
き
ょ
う
は
調
子
が
悪

い
」
と
い
う
こ
と
を
、
か
た
と
き
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

か
ら
だ
の
調
子
が
よ
く
な
い
と
、

そ
れ
に
つ
れ
て
、
人
間
は
集
中
力
も

な
く
な
る
。
こ
れ
が

´
お
と
し
穴
″

だ
。し
か
し
、
か
ら
だ
が
ふ
つ
う
の
状

態
で
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
練
習
に

対
す
る
心
が

ま
え
が
欠
け
て
い
る

と
、同
じ
よ
う
に
ケ
ガ
を
し
や
す
い
。

準
備
運
動
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
や
ら
な

い
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

・
ア

ッ
プ
が
足
り
な
い
、
と
い
う
と
き
が

問
題
だ
。

暑
い
と
き
は
、
か
ら
だ
が
だ
る
く

注
意
力
も
散
慢
に
な
る
し
、
寒
い
と

き
は
筋
肉
が
固
く
な
っ
て
い
る
。
し

ば
ら
く
練
習
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

と
き
も
同
じ
だ
。

自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
が

一
番
よ

く
わ
か
る
、
と
書
い
た
が
、
本
当
は

わ
か
ら
ぬ
場
合
も
あ
る
。

疲
れ
て
い
る
の
に
、
気
ば
か
り
張

り
つ
め
て
い
て

「
き
ょ
う
は
、
こ
れ

だ
け
は
、
ぜ
ひ
と
も
や
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
」
と
頭
か
ら
思
い
こ
ん
で
い

る
よ
う
な
場
合
だ
。

練
習
を
集
団
で
、
組
織
的
に
や
る

場
合
は
、
た
い
て
い
監
督
者
が
つ
い

て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
、

自
分
で
気
を
つ
け
る
以
外
に
な
い
。

コ

ー

ト

状

態

や

服

装

②
凛
境
な
ど
―
―
お
天
気

（気
温

や
湿
度
）
季
節
、
コ
ー
ト
や
フ
ロ
ア

の
状
態
、
戸
外
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
、
器
具
の

不
備
、
服
装
と
い
っ
た
も
の
が
ケ
ガ

の
原
因
を
つ
く
る
場
合
が
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
問
題
に
な
る
の

は
、
お
天
気
と
コ
ー
ト
だ
ろ
う
。

一
般
に
は
、
ツ
ュ
ど
き
、
長
雨
の

あ
と
で
急
激
な
運
動
を
す
る
と
、
肉

ば
な
れ
な
ど
を
お
こ
し
や
す
い
。

コ
ー
ト
も
、す
べ
り
や
す
い
も
の
、

逆
に
す
べ
り
に
く
い
も
の
、
走

っ
た

り
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
し
た
と
き
、

シ
ョ
ッ
ク
の
強
い
も
の
、
そ
う
で
な

い
も
の
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

こ
う
し
た
点
を

バ
カ
に
し
て
は
い

け
な
い
。
長
崎
国
体
で
は
、
緑
色
の

化
学
繊
維
を
つ
か
っ
た

″
フ
ー
バ
ー

・
コ
ー
ト
ク
を
フ
ロ
ア
に
敷
い
た
と

こ
ろ
、
靴
が
す
べ
ら
な
す
ぎ
て
ケ
ガ

人
が
続
出
し
た
。

服
装
な
ど
も
、　
一
応
、
考
え
た
方

一一一．．一一一鑽一一一一一一
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大敵は過労と無理

傷害の原因

ど う に l練 レ が
を の 着 二 習 ク い
は 革 が ン を りい
い 靴 え グ す 工

°

一毛 2`づ 食↓な 特集
り ふ と ツ う ヨあ
ま つ は や な ン つ
わ う 少 ユ と 的 た
り の な 二 き に 仲｀
ズ い フ は プ 間
ち ボ
°
オ
｀
レ 同

よ ン ふ 1卜 1士
つ な つ ム ン や が

の
確
立
を
い
そ
い
で
い
る
。

し
か
し
、
ケ
ガ
は
避
け
ら
れ
な
い

も
の
か
。
少
な
く
と
も
、
充
分
な
注

意
さ
え
す
れ
ば
、
避
け
ら
れ
る
も
の

も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
事
故
は
、
ボ
ク

シ
ン
グ
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
に
く
ら
べ

れ
ば
決
し
て
多
く
な
い
し
、
人
命
に

か
か
わ
る
も
の
も
、
ま
ず
な
い
。
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
放

Ｐ
て
お
い
て

い
い
わ
け
で
は
な
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
起
り
が
ち
な
ヶ

ガ
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
、
対
策
を

ざ

っ
と
ま
と
め
て
み
た
。

と
足
が
も
つ
れ
れ
ば
ケ
ガ
を
す
る
。

女
性
で
も
同
じ
く
、
カ
カ
ト
の
高

い
ク
ツ
や
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト

（ま
さ
か

マ
キ
シ
な
ど
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
）

な
ど
で
、
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
場

合
が
あ
る
か
ら
、　
ハ
ネ
ツ
キ
と
思
っ

て
バ
カ
に
し
て
は
い
け
な
い
。

局
部
を
固
定
し
て

①
肉
ば
な
れ
　
。（
ド
ミ
ン
ト
ン
‐■

多
い
ケ
ガ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
足
に
関

す
る
も
の
だ
。

そ
の

一
つ
に

″
肉
ば
な
れ
″
が
あ

る
。
肉
ば
な
れ
は
筋
肉
の
中
の
筋
繊

■シ箭ンフだえヽヽヽと_

ク能
力
以
上
″
を
避
け
、
段
階
的
に

③
練
習
の
方
法
―
―
最
初
に
の
ベ

た
項
目
と

一
部
、
重
複
す
る
も
の
も

あ
る
が
、
練
習
が
適
切
で
な
い
と
、

ケ
ガ
を
す
る
の
は
当
然
だ
。

自
分
の
体
調
、
技
術
の
レ
ベ
ル
、

体
力
を
充
分
に
考
え
た
練
習
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。ハ
ー
ド

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要

性
や
、
根
性
、
し
ご
き
、
な
ど
と
い

う
こ
と
が
も
て
は
や
さ
れ
る
と
、
指

導
者
も
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
、
と
か
く
盲

信
的
に
や
り
が
ち
だ
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
体
力
や
運
動

能
力
を
高
め
、
よ
り
高
度
な
プ
レ
ー

が
で
き
る

″
基
盤
″
を
つ
く
る
た
め

に
や
る
の
だ
か
ら
、
個
人
個
人
に
、

や
り
方
の
段
階
が
あ
る
。
少
し
ぐ
ら

い
き
つ
い
こ
と
を
や
る
と
、
す
ぐ
悲

鳴
を
あ
げ
る
の
で
は
、
体
力
の
向
上

も
あ
り
得
な
い
が
、
ム
リ
は
禁
物
。

技
術
練
習
で
も
、
考
え
方
は
同
じ

こ
と
。
他
人
が
や

っ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
能
力
以
上
の
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
は
い
け
な
い
。
ム
リ
を
す

る
と
、
そ
の
と
き
は
幸
い
に
事
故
が

な
く
て
も
、
疲
れ
が
残

っ
て
、
そ
の

次
の
日
に
、
し
ま
っ
た
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
り
が
ち
だ
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
け
で
な
く
、
指
導

者
、
監
督
者
も
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

す
べ
き
点
で
あ
る
。
　

　

（続
く
）

維
が
切
れ
た
り
、
の
び
す
ぎ
た
り
し

た
状
態
だ
。
肉
ば
な
れ
を
お
こ
す
と

内
出
血
が
、
こ
れ
に
つ
れ
て
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
。

ケ
ガ
と
し
て
は
、
比
較
的
軽
い
も

の
な
の
で
、
た
い
て
い
の
場
合
は
短

期
間
に
な
お
り
、
こ
の
た
め
、
と
か

く
安
直
に
考
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か

し
、応
急
処
置
を
早
く
や
ら
な
い
と
、

な
お
り
が
お
く
れ
、
ま
た
、
し
ば
し

ば
再
発
す
る
原
因
と
も
な
る
。

応
急
処
置
と
し
て
は
、
肉
ば
な
れ

を
お
こ
し
た
部
分
の
筋
肉
を
安
静
に

し
、
な
る
べ
く
固
定

（
つ
ま
り
、
ほ

第ぐ防

＞

を

子

ガ

美

ケ

登

が

間

と

芦

ワ
」
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リ

ン

ゲ

ル

注

射

も

効

果

的

②
筋
肉
け
い
れ
ん
も
割
り
に
多
く

発
生
す
る
。
起
こ
る
部
分
が
最
も
ふ

つ
う
な
の
は
、
い
わ
ゆ
る
フ
ク
ラ
ハ

ギ
だ
が
、
全
身
い
か
な
る
部
分
の
筋

肉
に
も
お
こ
る
。
長
崎
国
体
で
は
、

う
た
い
で
、
き
つ
く
巻
く
）
す
る
こ

と
で
あ
る
。
無
理
し
て
歩
い
た
り
し

て
は
い
け
な
い
。
冷
や
す
の
も
効
果

が
あ
る
。

肉
ば
な
れ
を
お
こ
す
原
因
と
し
て

全
身
け
い
れ
ん
と
い
う
、
ひ
ど
い
症

状
を
起
こ
し
た
選
手
が
い
た
。

け
い
れ
ん
の
原
因
は
、
ひ
と
口
に

い
う
と
、
筋
肉
の
疲
れ
す
ぎ
。
も
う

少
し
、
こ
ま
か
く
考
え
る
と
、
ま
ず

は
、
急
激
に
激
し
い
運
動
を
や
っ
た

り
、
寒
さ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
要

す
る
に
、
運
動
そ
の
も
の
に
、
筋
肉

の
収
縮
、
伸
長
が
追
い
つ
か
な
い
た

め
に
お
こ
る
と
み
て
い
い
。

筋
肉
過
労
に
よ
り
、
そ
の
部
分
の
酸

素
供
給
量
が

不
足

し
た
場
合
が
あ

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
汗
を
か
き

す
ぎ
て
塩
分
が
不
足
し
た
と
か
、
栄

養
が
悪
く
な

っ
て
、
体
調
が
お
ち
て

い
る
と
き
、
な
ど
に
も
、
同
様
の
ケ

ー
ス
が
お
こ
る
。

ま
た
、
そ
の
部
分
の
筋
肉
が
、
以

前
か
ら
、
あ
る
い
は
、
急
激
な
運
動

で
痛
め
ら
れ
、
裂
け
た
り
、
ち
ぢ
み

す
ぎ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
急
激
な
温
度
の
変
化

が
影
響
す
る
こ
と
も
、
靴
の
ヒ
モ
を

し
め
す
ぎ
た
り
、
ホ
ウ
タ
イ
や
サ
ポ

ー
タ
ー
が
き
つ
く
て
、
血
の
め
ぐ
り

が
悪
く
な

っ
た
と
き
、
と
い
う
の
も

原
因
に
な
る
。

も
し
、
け
い
れ
ん
が
お
き
た
ら
、

そ
こ
を
、
て
の
ひ
ら
で
圧
迫
し
な
が

ら
、
筋
を
の
ば
す
よ
う
に
す
る
。
フ

ク
ラ
ハ
ギ
な
ら
、
ヒ
ザ
関
節
を
静
か

に
の
ば
し
、
ゆ
っ
く
り
と
足
関
節
を

サ
ポ
ー
タ
ー
を
す
る

④
ヒ
ザ
の
傷
害
　
こ
の
ほ
か
、
こ

ろ
ん
だ
り
、
ヒ
ザ
の
関
節
を
使
い
す

ぎ
た
り
、
も
と
も
と
ヒ
ザ
が
固
く
て

ム
リ
を
し
た
り
、
と
い
う
よ
う
な
、

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
か
ら
、
関
節
障
害

を
お
こ
す
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
は
れ
あ
が

っ
た
り
、
水
が
た
ま

っ
た
り
、
ジ
ン

帯
が
痛
ん
だ
り
す
る
。
医
師
に
見
て

も
ら
い
、
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
が
、
日
常
は
ヒ
ザ
に
サ
ポ
ー
、

タ
ー
を
つ
け
て
練
習
す
る
と
か
、
冷

や
し
た
り
、
正
座
し
た
り
す
る
こ
と

を
避
け
る
よ
う
、
注
意
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。

※
　
　
※
　
　
※

お

わ

第
１４
号
の
第
１
ペ
ー
ジ

「
私
の
ひ

と
こ
と
」
で
、
筆
者

・
天
野
博
江
さ

ん
の
写
真
が
脱
落
し
ま
し
た
。

こ
の
号
は
、
岩
手
国
体
の
開
幕
に

間
に
合
わ
す
た
め

（現
地
へ
送
る
）

全
ベ
ー
ジ
を
急
ぎ
写
真
植
字
と
い
う

特
殊
製
法
で
つ
く
り
印
刷
し
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
作
業
を
急
い
だ
た
め

編
集
部
、
印
刷
所
と
も
脱
落
に
気
づ

か
ぬ
ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。

筆
者
お
よ
び
読
者
に
心
か
ら
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

も
と
も
と
血
行
が
悪
い
ア
キ
レ
ス

背
屈
さ
せ
る
と
よ
い
。
温
湿
布
や
リ

ン
グ
ル
液
の
注
射
も
効
果
が
あ
る
。

③
ア
キ
レ
ス
け
ん
傷
害
　

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
、
圧
迫
的
に
多
い
の
が
、

ア
キ
ン
ス
腱

（け
ん
）
の
ケ
ガ
だ
。

こ
れ
に
も
、
い
わ
ゆ
る
炎
症
を
お
こ

し
た
り
、
痛
ん
だ
り
す
る
だ
け
の
場

合
と
、
腱
そ
の
も
の
を
切

っ
て
し
ま

う
場
合
と
が
あ
る
。

ア
キ
ン
ス
腱
が
あ
る
、
カ
カ
ト
上

の
部
分
は
、
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
く

し
か
も
血
液
供
給
の
状
態
も
悪
い
と

こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。

そ
こ
で
過
度
の
練
習
と
か
、
急
激

な
運
動
を
し
た
場
合
、
な
か
で
も
、

ダ

ッ
シ
ュ
、
踏
み
切
り
、
ジ
ャ
ン
プ

な
ど
の
場
合
に
や
ら
れ
る
。

炎
症
を
お
こ
し
た
り
、
痛
ん
だ
り

す
る
て
い
ど
の
と
き
は
、
当
然
、
練

習
を
や
め
て
、
靴
の
カ
カ
ト
の
下
に

パ
ッ
ド
を
入
れ
て
、
カ
カ
ト
を
高
く
、

し
か
も
抵
抗
を
少
く
す
る
と
よ
い
。

安
静
に
し
て
、
な
お
る
ま
で
練
習
を

や
ら
ぬ
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

腱
そ
の
も
の
を
切
る
こ
と
も
非
常

に
多
く
、
日
本
協
会
の
あ
る
役
員
の

一
人
は

「
私
が
知

っ
て
い
る
だ
け
で

こ
れ
ま
で
に
二
百
人
ぐ
ら
い
、
切

っ

て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

切
れ
た
ら
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い

か
ら
、
手
術
を
受
け
る
し
か
な
い
。

ま
た
練
習
を
は
じ
め
る
ま
で
に
、
早

く
て
も
三
カ
月
、
ふ
つ
う
な
ら
半
年

ぐ
ら
い
か
か
る
。
ま
た
、　
一
度
や
る

と
ク
セ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

ア
キ
レ
ス
腱
は
、
さ
き
に
の
べ
た

よ
う
な
理
由
か
ら
、
中
年
以
降
に
な

る
と
、
大
半
の
人
は
変
性
を
お
こ
し

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
切
れ

る
場
合
が
あ
る
。
充
分
、
気
を
つ
け

た
い
も
の
だ
。

び



サ
ー
ビ
ス
の
順
序
と
間
違
い
処
理

間
６〇
　
一
寸
待

っ
て
下
さ
い
。

「
イ
ニ
ン
グ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。

答
　
「
イ
ニ
ン
グ
」
と
は
、　
一
方

の
サ
イ
ド
の
最
初
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら

サ
ー
ビ
ス
。
オ
ー
バ
ー
ま
で
の
期
間

を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
各
ゲ
ー
ム

の

一
番
最
後
の
イ
ニ
ン
グ
は
サ
ー
ビ

ス
。
オ
ー
．ハ
ー
で
な
く
て

「
ゲ
ー
ム

。
オ
ー
バ
ー
」
か

「
ゲ
ー
ム
・
セ
ッ

ト
」
で
終
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

間
６．
　
一
番
困
る
の
は
、
イ
ニ
ン

グ
の
最
初
の
右
側
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス

や
そ
の
レ
シ
ー
プ
を
二
人
の
う
ち
ど

ち
ら
が
や
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る

こ
と
で
す
。

ラ
リ
ー
の
最
中
に
は
二
人
と
も
入

れ
替
わ

っ
て
コ
ー
ト
の
中
を
前
後
左

右
に
走
り
ま
わ
る
こ
と
が
多
い
。

答
　
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
左
右
の

関
係
を
知
る
に
は
、
よ
い
方
法
が
あ

り
ま
す
。
イ
ン
サ
イ
ド
も
ア
ウ
ト
サ

イ
ド
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
得
点
を

し
っ
か
り
知
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で

す
。よ
く
試
合
中
、
ス
コ
ア
を
忘
れ
て

い
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
得
点
を
知
っ

て
い
て
こ
そ
完
全
な
プ
レ
ー
が
で
き

る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
自
分
の
ス
コ
ア
を
知

っ

て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
０
か
偶
数
な
ら

ば
ゲ
ー
ム
の
開
始
時
に
右
に
い
た
プ

ン
ー
ヤ
ー
が
右
、
奇
数
な
ら
ば
、
そ

の
反
対
と
い
う
原
則
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
簡
単
に
答
が
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
大
変
便
利
な
方
法
で
す
か

ら
是
非
覚
え
て
い
て
下
さ
い
。
な
ぜ

そ
う
な
る
か
と
い
う
の
は
、
競
技
規

則
の
条
項
を
よ
く
読
ん
で
ゆ
け
ば
わ

か
り
ま
す
か
ら
、　
一
度
勉
強
し
て
み

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

す
。
こ
の
順
序
を
き
め
る
の
は
自
分
　

えヽ
た
と
き
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

連
で
す
が
、　
一
旦
き
め
た
ら
、
そ
の
　
　
答
　
ン」
れ
が
問
題
の
第
１２
条
で
す

順
序
は
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
終
り
ま
で
　
ね
。
第
１２
条
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
順

変
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
序
を
間
違
え
た
場
合
の
ほ
か
、
レ
シ

第
ニ
ゲ
ー
ム
の
最
初
に
は
、
第

一
　

―
プ
の
順
序
を
間
違
え
た
場
合
も
サ

ゲ
ー
ム
に
勝

っ
た
サ
イ
ド
が
サ
ー
ビ
　

ー
ビ
ス
・
コ
ー
ト
を
間
違
え
た
場
合

ス
権
を
得
ま
す
。ダ
ブ
ル
ス
な
ら
ば
、
　
も
い
っ
し
ょ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
サ
イ
ド
の
二
人
の
う
ち
の
ど
ち
　
　
初
め
か
ら
終
り
ま
で
よ
く
読
ん
で

ら
か
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
サ
ー
バ
ー
に
　
本
筋
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
が

な
り
ま
す
。
こ
れ
も
自
分
達
で
き
め
　
必
要
で
す
。
結
局
、
イ
ン
サ
イ
ド
で

て
よ
い
の
で
、
第

一
ゲ
ー
ム
の
サ
ー
　
も
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
で
も
、
間
違
え
た

ビ
ス
の
順
序
に
関
係
な
く
、
第
ニ
ゲ
　
方
の
サ
イ
ド
が
そ
の
ラ
リ
ー
の
終
り

―
ム
の
た
め
の
順
序
を
き
め
ま
す
。　
　
に
勝

っ
た
と
き
は

「
ン
ッ
ト
」
、
間

第

一
ゲ
ー
ム
に
負
け
た
方
は
、
最
　
違
え
た
方
の
サ
イ
ド
が
負
け
た
と
き

一連
一

間
６２
　
各
ゲ
ー
ム
の
最
初
の
サ
ー

バ
ー
や
レ
シ
ー
．ハ
ー
は
ど
う
や
っ
て

き
め
る
の
で
す
か
。

答
　
第

一
ゲ
ー
ム
の
初
め
は
試
合

の
初
め
に
な
る
わ
け
で
、
こ
の
場
合

は

「
ト
ス
」
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
の

サ
イ
ド
が
最
初
に
サ
ー
ビ
ス
を
す
る

か
を
き
め
る
の
で
し
た
ね
。
最
初
の

サ
ー
ビ
ス
権
を
取
っ
た
サ
イ
ド
は
、

二
人
の
う
ち
ど
ち
ら
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
も
よ
い
の

で
す
。
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
の
二
人
も
、
自
分

達
で

レ
シ
ー
プ
の
順
序

を

き
め
ま

初
は
必
ず
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
ダ
ブ
ル
ス
の
と
き
に
二

人
の
う
ち
ど
ち
ら
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

先
き
に
レ
シ
ー
プ
す
る
か
も
、
自
分

達
で
第

一
ゲ
ー
ム
の
順
序
に
関
係
な

く
き
め
て
よ
い
の
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
第
ニ
ゲ
ー
ム
の
終

り
ま
で
、
そ
の
順
序
を
変
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
の
最
初
の
サ
ー
バ
ー

や
レ
シ
ー
バ
ー
の
き
め
方
は
、
第
二

ゲ
ー
ム
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
す
。

間
６３
　
サ
‐
ビ
ス
の
順
序
を
間
違

は

「
そ
の
ま
ま
続
行
」
と
い
う
の
が

大
原
則
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
順

番

の
間
違
い
で

も
、
レ
シ
ー
プ
の
順
番
の
間
違
い
で

も
、
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ー
ト
の
間
違
い

で
も
、
ま
た
、
わ
ざ
と
間
違
え
た
場

合
で
も
、
つ
い
う
っ
か
り
間
違
え
た

場
合
で
も
、
要
す
る
に
、
間
違
え
た

サ
イ
ド
が
負
け
た
の
な
ら
、
身
か
ら

出
た
錆

（さ
び
）
で
す
か
ら
、
そ
の

負
け
た
こ
と
を
生
か
し
ま
す
。

間
違
え
た
サ
イ
ド
が
勝

っ
た
と
き

に
は
、
間
違
い
を
犯
さ
な
か
っ
た
対

手
側
に
気
の
毒

で
す
か
ら

「
レ
ッ

卜
」
と
し
て
や
り
直
す
―
―
と
い
う

ふ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
よ
く
頭
に
入

る
で
し
ょ
う
。

け
れ
ど
も
本
当
の
ス
ポ
ー
ツ
精
神

か
ら
考
え
る
な
ら
、
対
手
が
間
違

っ

て
サ
ー
プ
し
た
場
合
、
何
も
い
わ
ず

に
こ
れ
を
レ
シ
ー
プ
す
れ
ば
ン
シ
ー

バ
ー
も
こ
れ
を
許
容
し
た
わ
け
な
の

で
す
が
…
…
。

シ
ン
グ
ル
ス
の
場
合
は
、
レ
シ
ー

バ
ー
が
間
違
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
し
た

と
き
は
、
必
ず
同
時
に
サ
ー
バ
ー
も

間
違
え
て
ン
シ
ー
プ
し
た
は
ず
で
す

し
、
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ー
ト
の
間
違
い

も
双
方
同
時
の
わ
け
で
す
か
ら
、
こ

の
点
が
大
変

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
ま
す

ね
。
し
た
が

っ
て

一
切

「
レ
ッ
ト
」

と
な
り
ま
す
。

試
合
中
に
サ
ー
ビ
ス
の
順
序
そ
の

他
を
間
違
え
、
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く

プ
レ
ー
が
続
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
間
違
い
に
も
と
づ
い

て
開
始
さ
れ
た
ラ
リ
ー
が
終

っ
た
と

き
、
そ
の
間
違
い
に
気
付
い
て
も
次

の
サ
ー
ビ
ス
が
な
さ
れ
る
前
で
な
い

と
処
理

（訂
正
ま
た
は
ン
ッ
ト
と
す

る
）
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
イ
ニ
ン

グ
を
逆
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
問
題
に
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

常
に
現
在
の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
次

の
サ
ー
ビ
ス
が
な
さ
れ
る
前
に
、
こ

れ
を
と
り
上
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
る
だ
け
な
の
で
す
。

器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綱
ロ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
器

器
器
器
器
器
機
器
器
機
器
器
器
器
器
機
器
器
器
灘
器
器
器
機
器
器
器
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も会バ ドミントン

小 学生が対象

余 暇 の善 用 兼 ね

こ
の
大
会
は
、
実

の
と
こ
ろ
、
今
年
が

ま
だ
二
回
目
。

夏
休
み
と
い
う
の

は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、　
一
番
楽
し

い
シ
ー
ズ
ン
だ
が
、

「
市
内
に
は
プ
ー
ル

や
野
球
場
な
ど
の
施

設
が
少
く
、
こ
の
た

め
、
た
だ
慢
然
と
ヒ

マ
を
も
て
あ
ま
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
思
い
つ

い
た

の
が

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
試
合
だ

っ

た
」
と
市
福
祉
事
務

所
の
青
少
年
室

・
毛

北
海
道
の
岩
見
沢
市
で
は
、
小
学

生
を
対
象
に
、
地
域
の
″
子
ど
も
会
″

組
織
を
利
用
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

大
会
を
や
っ
て
い
る
。

同
市
は
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
と
こ

利
勝
幸
氏
は
語

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
明
る
く
健
康
な
余
暇
を

す
ご
す
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
組
織

的
に
活
動
さ
せ
る
の
が
、
手

っ
と
り

早
い
。
教
育
的
に
考
え
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
集
団
生
活
の
訓
練
を
受

け
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互
い
に
協

力
し
合
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
は
、
将

来
、
社
会
人
と
し
て
生
活
す
る
上
に

大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
の
青
少
年
セ
ン
タ
ー

は
同
社
会
福
祉
協
議
会
と
相
談
、
地

域
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会
、
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
協
力
を
得
て
、

大
会
に
踏
み
切
っ
た
。
参
加
資
格
は

地
域
こ
ど
も
会
の
小
学
生
男
女
。

さ
き
ご
ろ
、
本
誌

（第
１３
号
）
に

掲
載
さ
れ
た

「
全
国
の
高
校
以
下
の

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
普
及
状
況
実
体
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
わ
か
る
と
お
り

中
学
校

で

の
普
及
は

か
な
り
心
細

く
、
ま
し
て
や
小
学
生
段
階
で
は
、

数
え
る
ほ
ど
し
か
や
っ
て
い
な
い
。

こ
の
時
期
に

″
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専

攻
″
を
決
め
る
必
要
は
な
い
が
、
楽

し
ん
で

（次
の
ベ
ー
ジ
最
上
段

へ
）

じ
Ｌ
ブ
Ｎ
Ａ

な

、Ь

織
甲

か
ヽゝ

∵
――＝
料
――
、
】
マ
Ｓ

い は
て
｀
沖｀
こ 縄

T響 |

感 葉 皆

:畠 i克

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
太
平
洋
戦
争
で

は
本
土
の
最
前
線
基
地
と
し
て
、
多

く
の
人
々
の
生
命
を
血
で
染
め
、
戦

後
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
、
ま
た
、

資
本
主
義
の
ア
ジ
ア
で
の
基
点
と
し

て
、
沖
縄
は
現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を

か
か
え
た
、　
日
本

の

一
つ
の

″
県
″
な
の
で
す
。

戦
争
の
名
残
り
は
、
さ
す
が
に
な

か
っ
た
が
。
ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
健
児

の
塔
な
ど
を
見
学
し
、
ガ
イ
ド
嬢
の

説
明
を
聞
く
と
、
ま
ざ
ま
ざ
と
戦
争

の
恐
し
さ
、
悲
惨
さ
、
そ
し
て
現
在

の
平
和
？
な
世
界
の
良
さ
を
感
ぜ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

話
が
固
く
な

っ
た
が
、
沖
縄
は
大

変
む
し
暑
い
。
毎
日
、
夕
方

一
時
間

ぐ
ら
い

″
雨
の
定
期
便
″
が
あ
る
が

慣
れ
な
い
私
達
で
は
、
夜
、
冷
房
が

な
い
と
寝
苦
し
く
感
じ
た
。

さ
て
、
沖
縄
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

つ
い
て
の
話
。

「
．ハ
ド
界
」
か
ら
の

依
頼
も
あ

っ
た
の
で
、
協
会

。
中
村

理
事
長
を
訪
ね
た
が
、
あ
い
に
く
東

京
に
出
か
け
ら
れ
て
留
守
だ

っ
た
。

沖

縄

を
訪

問

し

て

大

場

直

美

関
東
学
連
副
委
員
長
の
大
場
直
美

君
が
、
こ
の
夏
、
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
仕
事
で
沖
縄
に

行

っ
て
き
た
。

沖
縄
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
、
同
地
か
ら

琉
球
大
の
比
嘉
君
が

寄
せ
た
詳
細
な
レ
ポ

ー
ト
が
あ
る
が
、
そ

の
同
じ
実
情
が

″
本

土
″
か
ら
訪
れ
た
も

の
の
日
に
は
、
ど
う

映

っ
た
か
、
は
大
変

興
味
あ
る
こ
と
だ
。

以
下
は
大
場
君
の

実
感
的
な
報
告
で
あ

Ｚつ
。

|
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も
ら
う
こ
と
は
大
切
だ
。

さ
て
、
今
年
度
の
大
会
は
八
月
十

日
に
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。

参
加
は
の
べ
女
子
十
八
、
男
子
十

の
計
二
十
八
チ
ー
ム
、
二
百
二
十
四

人
。団
体
戦
は
各
チ
ー
ム
五
人

（
ほ
か

に
補
欠
三
）
、
個
人
戦
は
各
チ
ー
ム

男
女
二
人
ず
つ
ま
で
。
こ
の
段
階
で

は
、
ダ
ブ
ル
ス
は
と
う
て
い
ム
リ
な

の
で
、
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
シ

ン
グ
ル
ス
だ
け
で
行
な
わ
れ
た
。

競
技
要
項
に
は

「
応
援
は
拍
手
の

み
と
す
る
」
と
き
め
ら
れ
て
あ
っ
て

マ
ナ
ー
に
も
き
び
し
く
、
大
学
生
に

ッ
メ
の
ア
カ
で
も
せ
ん
じ
て
の
ま
せ

た
か
っ
た
ほ
ど
。

し
か
し
、
ス
タ
ン
ド
は
、　
マ
マ
さ

ろ
で
、
バ
レ
ー
の
日
本
リ
ー
グ
や
国

際
試
含
を
誘
致
し
た
実
績
も
あ
り
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

「
子
ど
も
最
適
」

と
の
判
断
。

幼
少
年
の
健
全
育
成
の
見
地
か
ら

も
、
参
考
に
し
た
い
お
話
で
あ
る
。

概
要
を
紹
介
し
て
み
た
。

て
こ
で

″本
土
″
の
私
達
に
と
っ

ま
ず
必
要
な

ク日
バ
多
の
協
力

て
は

″
沖
縄
通
信
員
´
と
も
い
う
ベ

き
、
琉
球
大

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
比
嘉
君

を
大
学
に
訪
間
し
た
。

琉
球
大
は
、
も
と
王
府
の
あ

っ
た

首
里
に
あ
る
。
東
シ
ナ
海
が

一
望
で

き
、
す
ば
ら
し
い
景
観
だ
っ
た
。
校

庭
に
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
と
こ
ろ

せ
ま
し
と
繁

っ
て
い
た
。

ま
ず
、
現
状
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
聞
い
て
み
た
。

沖
縄
で
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
よ

う
や
く
普
及
活
動
が
本
格
的
に
始
ま

っ
た
段
階
だ
と
い
う
。
会
員
は
約
二

百
人
。
大
会
は
年
に
七
回
あ
り
、
小

さ
な
地
方
協
会
と
し
て
は
、
大
変
よ

く
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
中
で
の
最
大
の
問
題
点
は
、
な
ん

と
し
て
も
用
具
の
不
足
だ
と
い
う
。

北
な
、ｂ
市

奮

Ｎ
Ａ
朴
＝Ц
料
―‐
れ
、
Ｓ

★
　
　
★
　
　
★

強
い
本
土
と
の
交
流
の
希
望

シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
は
、
手
に
入
れ

る
ま
で
、
申
し
込
ん
で
約

一
カ
月
か

か
り
、
数
も
二
、
三
ダ
ー
ス
な
の
で

充
分
な
練
習
が
で
き
な
い
。
ラ
ケ
ッ

ト
も
、
高
級
品
は
ほ
と
ん
ど
手
に
は

い
ら
な
い
た
め

「自
分
達
が
使
う
ラ

ケ
ッ
ト
は
、
本
土
に
行
く
人
や
、
国

体
に
出
場
し
た
選
手
に
買

っ
て
き
て

も
ら
う
し
か
な
い
」

施
設
の
面
で
も
、選
手
の
育
成
期
、

成
長
期
に
あ
た
る
高
校
の
中
で
、
体

育
館

を
持

′
に
い
る
の
は

二
校

だ

け
。
こ
れ
が
選
手
の
数
を
ふ
や
す
こ

と
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
、
と
比
嘉
君

は
語
る
。

大
学
．ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
琉
球

大
と
沖
縄
大
の
ニ
カ
所
だ
が
、
有
能

な
コ
ー
チ
不
足
と
対
外
試
合
経
験
の

不
足
が
あ
げ
ら
れ
、
発
展
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
て
い
る
。

ん
バ
ン
ー
の
大
会
と
は
逆
に
、
家
族

が
応
援
に
ぎ

っ
し
り
つ
め
か
け
、
大

変
盛
大
。
こ
の
応
援
が
き
っ
か
け
と

な

っ
て
″背
負
う
た
子
に
教
え
ら
れ
″

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
は
じ
め
た
バ
パ
や

マ
マ
も
い
る
と
か
で
、
近
い
将
来
は

″
家
族
大
会
″
ま
で
実
現
し
そ
う
な

勢
い
だ
。
競
技
は
伝
統
を
は
こ
る
？

西
川
町
こ
ど
も
会

が
断

然
強
か
っ

琉
大
は
毎
年
、
全
九
州
イ
ン
カ
ン

に
参
加
、
自
分
た
ち
の

´
力
″
を
計

っ
て
い
る
が

「
大
体
二
、
三
回
戦
ど

ま
り
に
終
わ
り
、
全
日
本
イ
ン
カ
ン

ヘ
の
出
場
は
、
当
分
、
さ
き
の
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
」
と
い
う
。

日
本
協
会

へ
は
、
い
ろ
い
ろ
要
望

が
あ
る
。
選
手
交
流
の
仲
介
、
沖
縄

で
の
全
国
的
大
会
の
開
催
が
実
現
す

れ
ば
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
面
白
さ
、

厳
し
さ
が
多
く
の
人
に
理
解
で
き
、

普
及
向
上
に
つ
な
が
る
と
の
意
見
。

今
年
末
か
来
年
に
は
沖
縄
協
会
１０

周
年
を
記
念
、
本
土
か
ら
四
、
五
人

の
選
手
を
招
く
計
画
も
あ
る
の
で
日

本
協
会

へ
伝
え
て
ほ
し
い
、
と
の
話

で
あ

っ
た
。

私
個
人
と
し
て
も
、
こ
の
紙
上
を

借
り
て
、
日
本
協
会
、
業
界
の
方
々

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

た
。
男
子
団
体
で
は
第
二
区
会
を
で

３
１
１
で
く
だ
し

（
こ
の
１
敗
が
唯

一
の
失
点
）
二
連
勝
、
女
子
団
体
は

三
位
。
個
人

・
男
子
は

一
、
二
位
、
女

子
は

一
位
を
西
川
町
が
占
め
た
。

岩
見
沢
市
民
憲
章

「
第

一
章
」
心

と
か
ら
だ
を
き
た
え
、
た
の
し
く
明

る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
．

（北
海
道
協
会
提
供
）
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日本バドミントン協会では総会の決定に基き、昭和45年度の協会

検定、審査合格および協会推奨の用具を、本欄のように決めました

ので、ここにお知らせします。

昭和45年 4月 1日

日本バドミントン協会

昭和45年度日本バドミントン協会審査合格用具推奨用具

ラケット
銘  柄  名

  1 
会 社 名

 1摘
要
|あ

エア
編

|

ラッキーセブン張上(17)1株式含サラすI
スリーエート張上 (NQ8)
クインハートフレーム

(♯ 1,∝Ю)
カレッヂエイトフレーム

(33,m)
カンッヂエイトデラックス
フレーム (れ,CXXl)

ファイプエースフレーム
(15,000)

ファイブエースデラックス
フレーム (16,OЮ )レディエースフ
(轟鳥∞)

アルミナエースフレーム
(♯7,000)

アルミナエースデラックス
フレーム (♯8,CXXl)

キングダイア (12,OCD)

コールドキング

ダンロップ

キングクリッパー

キングメイト

シルバーデラックス

イヽ・ スピー ド (No2)

イヽ・ トーマス (NQ3)

フ ィア レス (No10)
フェニックス・
インペ リアル (NQ30)

エ クセ レン ト (T-1)

ブルー リース (NQ B-6P)

エパーウィン (NQ206)
カアル トンオールスチール

ラケッ トス リーボイン トセ

プン
ウィンナー

,CXXDニ ュー ミニ

000ブルー

000 アルバー ト

aloニ ューァルバー ト

タ

″

タ

タ

タ

タ

株式
露挫製作所
タ

|     タ

|      ″

河崎ラケット
エ業株式会社

日本カアル トン
株式会社

朱式会社
トヨダスポーッ

(女子)♯204シ ャツ

(女子)♯202ミ ニスカート

(女子)♯a15シ ャツ

(女子)♯2∞スカート

名 会 社 名 摘要

式会社ヨネ
マラケ ット

柄銘

ツ
　
　
　
　
ツ

ン
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
ト

．ハ
　

　

．ハ
　

　

　

一

ト

　

　

　

ト

　

　

　

カ

一

ツ

一

ツ

ス

●

ヤ

ロ

ヤ

ニ

シ

シ

シ

シ

ミ

螂

Ｖ

螂

ｍ

２０３

０

∋

０

０

０

男

男

男

男

女

(男子)1104シ ョートバンツ

(男子)♯109シ ャツ

(女子)1206シ ャツ白
(男子)No5∞ リース
パ ドミントンシャ 工業株式

(男子)NQ533リ ースバ ドミ
ントンショー ト′くンッ

(女子)NQ5∞ リース
バ ドミントンシャツ

女子)No592リ ース タ

会社ヨネ

′くドミントンスカー ト
ャンピオン
バ ドミントンシュー
くドミントンシューズ マラケット

アタックシューズ

アタックデラックス

″

ラケッ ト

1大阪合ふ
|   ぢ
式会社

|     タ シ ュー

の

タ
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一

摯

ア

シ

ア
大

会

予

選

の
収

穫

の

一
つ
は

、

次
代

を

背

負

う

ホ

ー
プ

が

、

と

く

に
女

子

に
多

く

見

ら

れ

た

こ

と

だ

ろ

う
。

柴

山

を

は

じ

め

と
す

る
東

大

阪

短

大

勢

が

、

ど

う

し

た

わ

け

か
意

外

の

不

振

だ

っ
た

の

は

惜

し

い
が

、

イ

ン
タ

ー

バ
イ

で

活

躍

し

た
ば

か

り

の
高

校

第

一
線

級

が

、

勝

敗

は

別

と

し

て
も

、

日

本

の
代

表

的

選

手

に
く

い
さ

が

り

、

期

待

ど

お
り

に
将

来

を

楽

し

ま

せ

て
く

れ
た
。

こ
れ

に
陣
内

の
パ

ー
ト
ナ
ー
岡
崎

＾
京

都

・
成
安

女
高

）
が
加
わ

っ
て

い
れ
ば
、
大
会

は
、
も

っ
と
活

気

が
出
た
ろ
う
。

大
学
級

の
若

手
の
中

で
も

，
大
物

々
と

い
わ
れ
な

が
ら
、
鳴

か
ず

飛
ば
ず

の
感

が
あ

っ
た
堀
川

（
日
体

夫
）
が

，
女

工
・
高

木
を

ス
ト

レ
ー
ト
で
く

だ
す

大

殊
勲
を
あ
げ
、　
一
歩
前
進

し
た

の
は
う

れ
し

い
。
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天野 〈東海女

見

ご
た

え

の

あ

る
試

合

と

ド

ラ

マ
が

展

開

し

た
。

そ

の

ひ

と

こ
ま

、

ひ

と

こ
ま

の
主

役

と

な

っ
た

の

が

、

こ

こ

に

か

か
げ

っ
た

人

に

は

、

次

の

チ

ヤ

ン

ス
を

、

そ

し

て
、

中

堅

陣

に

は

、

さ

ら

に

あ

と

一
歩

の
努

力

を

、

こ

こ

で

改

め

て

期

待

し

て

お

こ
う
ｏ

・■
　
″

.1‐

―

,^ ―ヽ
浦 口 (日 女 体 大 )

島

囲鰊

颯 珈 奮lm‐ 写

一

轟 |

瑠

ヽ

■鏃 _劇 ビ

|｀魚

奪

・―

・”

劃
鰊

直

開
＝
日
ロ
コ
園
開
回

L′

ヘ

鰈

¬

¬
L
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本
間
を
追

っ
て

二
つ
の
新
星
が
肉

薄

■
|‐
.‐‐|‐

等
．　

　

　

・

‐一
　

　

　

　

■

・

」′一一　一】中脚
幕 _・ ■

|

一

♂
善口 :立 大二 年 )

|カ

が
い

ゆ
利

剣
麟

嘲
Ｆ

¨
臓
』

”
い
杜

鮮
珊
者
（
神

は
す

君
臨

し

て
き
た
小
島

（
ヨ
ネ
ヤ

マ
）
が
、
同

じ
社

の

後
輩

、
栂
野
尾

に
惜
敗

し
た

（
準
決

勝
）
と

い
う

こ

と
も

あ

っ
た

が
、
だ

か
ら

と

い

つ
て
、
本
間

の
値

打

ち

が
下
が
る
わ

け
の
も

の
で
は
な

い
。

す

で

に
今
春

の
海
外
遠
征

の
さ

い
本
間

と
小
島

は

勝

っ
た
り
敗

け
た
り

の
中

だ

つ
た

の
だ

か
ら
、
本
間

自
身

の
力

が

の
び

て
き
た

の
は
事

実
。

本
間

は
自

己

の
成
長

●
力

と
な

っ
た
小
島

に
サ

ン
キ

ュ
ー
を

い
う

べ
き

だ

ろ
う
。

が
に
陶

つ 本
綱

一
蹴

い
「

ｒ
榔
掛
槻
賊
樗

］
胸
れ

は
対

、

ラ

ス
材
料
を

つ
く
り
出
し
た
ｏ

蓋

亀
♂

Ｆ

・ヽＦ
卜
」
Ｂ
Ｌ
猛

こ =          |
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家
庭
婦
人
の
た
め
の
教
室

連

載

0

私
は
街
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
車

に
乗
っ
て
い
る
と
き
、
講
習
な
ど
で

ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
あ
る
と
き
、
色
々

の
場
面
で
、
ご
婦
人
の
方
々
の
歩
き

ぶ
り
や
、
そ
の
他
の
動
作
を
注
目
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
、
職
業
柄
ど

う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。

す
ば
し
こ
い
方
も
あ
れ
ば
、
鈍
重

な
方
も
あ
り
、優
美
な
方
も
あ
れ
ば
、

逆
に
、
粗
野
な
感
じ
の
方
も
あ
り
ま

す
。最
近
、
私
が
と
く
に
気
に
な
る
の

は
、
空
間
感
覚
の
あ
る
方
と
、
な
い

方
と
い
う
問
題
で
す
。
空
間
を
移
動

す
る
も
の
に
対
す
る
反
応
動
作
と
い

っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま

す
。道
を
歩
い
て
い
て
も
、
車
や
人
を

う
ま
く
か
わ
し
て
い
て
、
少
し
も
危

険
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
人
と
、
前
に

は
気
を
つ
け
て
い
る
が
、
後
方
に
全

然
、
注
意
を
怠
っ
て
い
る
人
や
、
右

に
気
を
と
ら
れ
る
と
、
左
の
方
に
は

無
感
覚
に
な
っ
て
し
ま
う
。
状
態
を

召
す
よ
う
な
人
、
こ
ん
な
相
違
を
し

ば
し
ば
見
せ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

歩
き
方
で
わ
か
る

敏
捷
性

体
つ
き
や
、
歩
き
ぶ
り
で
大
体
、

見
当
が
つ
き
ま
す
が
、
こ
の
空
間
感

覚
と
、
敏
捷
性
と
は
、
ほ
ぼ

一
致
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

流
動
、
離
合
の
激
し
い
近
代
の
文

明
社
会
で
は
、
こ
の
、
空
間
感
覚
の

敏
、
不
敏
が
大
き
な
意
味
を
持

っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
よ

う
に
無
人
の
孤
鳥
で
、
独
り
で
生
活

す
る
の
な
ら
と
も
か
く
、
近
代
人
は

集
団
の
中
で
、
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ

な
が
ら
、
摩
擦
度
の
激
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
自

分
が
ど
の
よ
う
に
空
間
を
移
動
し
つ

つ
あ
り
、
他
の
人
や
物
体
が
ど
の
よ

う
に
自
分
に
接
近
し
、
離
れ
て
ゆ
く

か
、
そ
の
距
離
、
そ
の
速
度
に
つ
い

て
本
源
的
な
、
動
物
的
な
感
覚
を
発

達
さ
せ
、
維
持
し
、
衰
退
の
降
下
線

を
な
る
べ
く
ゆ
る
や
か
な
も
の
に
す

る
努
力
を
怠

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
自
分
に
迫
っ
て
く
る
も
の
を
そ
の

時
に
応
し
て
、
避
け
る
、
捕
え
る
、

静
止
し
、
あ
る
い
は
移
動
し
、
し
か

も
、
そ
の
方
向
、
角
度
、
速
度
に
、

刻
々
の
変
化
を
見
せ
る
も
の
を
つ
か

ま
え
る
、
そ
れ
に
も
の
を
投
げ
当
て

る
、
打
ち
当
て
る
…
…
と
い
う
よ
う

な
感
覚
を
必
要
と
す
る

「
場
」
が
こ

の
近
代
社
会
に
は
隋
所
に
出
現
し
て

い
ま
す
。

男
性
の
場
合
は
、
こ
の
場
が
比
較

的
多
く
、
か
つ
複
雑
で
す
が
、
女
性

の
場
合
も
、
年
々
、
男
性
の
例
に
近

づ
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ひ
と
昔
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ

ど
、
こ
の
感
覚
を
必
要
と
す
る
複
雑

な
社
会
構
造
の
中
に
繊
り
込
ま
れ
て

ゆ
こ
う
と
す
る
、
こ
の
現
実
を
直
視

し
、
こ
の
世
界
か
ら
、
い
た
ず
ら
に

逃
避
し
よ
う
と
し
な
い
で
、
む
し
ろ

積
極
的
に
こ
れ
と
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
、
と
い
う
の
が
私
の
ね
ら
い

で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

特
に
中
年
の
男
女
、
な
か
ん
ず
く

中
年
の
家
庭
婦
人
が
、
急
速
に
こ
の

世
界
か
ら
遊
離
し
て
い
る
の
は
寒
心

に
た
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

「
若
さ
」

と
大
変
関
係
が
深
い
と
断
言
申
し
あ

げ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

幼
少
の
頃
に
、
ド

ッ
ヂ

・
ボ
ー
ル

を
し
た
り
、
陣
取
り
、
鬼
ご
っ
こ
を

し
た
り
、
ナ
ワ
と
び
を
し
た
り
、
長

じ
て
、
各
種

の
球
技

を
楽
し
ん
だ

り
、
ダ
ン
ス
を

し
た
り
し
た
時

の

「
感
覚
」
を
で
き
る
限
り
永
く
保
持

し
て
欲
し
い
わ
け
で
す
。

こ
う
い
う
感
覚
を
保
持
し
て
い
る

間
は
、
動
作
全
体
に
若
さ
と
機
敏
さ

が
あ
り
、
安
定
感
が
あ
り
ま
す
。
見

た
限
に
も
美
し
い
も
の
で
す
が
、
こ

れ
が
な
く
な
る
と
、
ど
う
も
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。

私
が
、
家
庭
や
職
業
の
ご
婦
人
方

に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
テ
ニ
ス
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
お
す
す
め
す
る

理
由
は
も
う
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

Ａ
に
も
Ｂ
に
も
Ｃ
に
も
Ｄ
に
も
、

ち
ゃ
ん
と
注
意
を
配

っ
て
い
て
、
Ａ

に
気
を
と
ら
れ
る
と
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ

を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
し

か
も
、
ど
の
部
分
の
変
動
に
も
応
じ

ら
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
注
意
の

集
中
、
分
散
が
、
う
ま
く
行
な
わ
れ

る
と
こ
ろ
に
、
運
動
の
安
定
と
若
さ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

今
、
シ
ャ
ト
ル
が
ど
ん
な
速
度
で

ど
の
方
向
に
飛
ん
で
い
る
か
、
相
手

の
ど
ち
ら
が
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ

つヽ
と
し
て
い
る
か
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ

ー
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
み
せ
て
い

る
か
、
そ
も
そ
も
自
分
は
ど
こ
に
い

る
か
、
わ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ど
こ
に

い
て
、
ど
ん
な
動
作
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
…
…
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ま
ん

ぺ
ん
な
く
注
意
を
く
ば
り
、
そ
の
刻

々
の
変
化
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

貴
女
は
眼
を
光
ら
せ
、
身
体
を
動
か

し
、
バ
ー
ド
を
追
い
か
け
、
打
ち
、

呼
吸
を
は
ず
ま
せ
、
汗
を
し
た
た
ら

せ
ま
す
。

若
さ
を
か
き
た
て
る

ダ
ブ
ル
ス

ダ
ブ
ル
ス
・
ゲ
ー
ム
な
ど
は
、
こ

う
考
え
て
き
ま
す
と
、
貴
女
の

「
若

い
感
覚
」
を
か
き
た
て
、
維
持
し
て

ゆ
く
、
最
も
よ
い
方
法
の

一
つ
だ
と

と
い
う
こ
に
な
り
ま
す
ね
。

交通事故から身を守るバドミントン
:::‖ :::llll:l:!:‖ II‖ l:|:!:ll:‖ 1:!l:‖ ll:|!‖ l:!::|!!:!l!|!!!!!:‖ ::1‖ l!llll‖ ‖‖i‖ !‖ :
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中

音同
校

編
　
（続
）

連

載

●

親
指
を
グ
リ
ッ
プ
の
広
い
部
分
に
つ
け
る
こ
と

諸
先
生
方
の
立
派
な

「
技
術
指
導

講
座
」
の
あ
と
を
受
け
る
と
い
う
の

は
不
安
で
も
あ
り
、
ま
た
気
が
重
く

て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
な
り
に
体
験
を
生
か

し
て
書
い
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
、
そ
れ
ぞ
れ
顔
型
が
違
う
よ
う

に
理
論
も
指
導
方
法
も
異
る
で
し
ょ

う
が
、
私
な
り
の
も
の
を
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ご
批
判
ご
指
摘
頂
け
れ
ば
幸
甚
で

す
。

×
　
　
×
　
　
×

初
心
者
が
長
く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

続
け
て
行
く
か
ど
う
か
、
技
術
面
で

最
初
に
迷
う
の
は
バ
ッ
ク
・
ハ
ン
ド

で
あ
る
。

ま
た
、
中

・
上
級
段
階
で
も
バ
ッ

ク

・
ハ
ン
ド
を
う
ま
く
こ
な
せ
る
か

ど
う
か
が
、
興
味
を
持

っ
て
愉
し
み

０
　
　
◇
　
　
０

筆
者
紹
介
　
佐
藤
先
生
は
日
本
協

会
の
競
技
力
向
上
委
員
、
指
導
委
員

で
、
東
大
阪
高
校
教
諭
。
柴
山
を
は

じ
め
第

一
線
女
子
を
育
て
て
い
る
。

な
が
ら
上
達
し
、
試
合
に
臨
ん
で
自

信
を
持

っ
て
行
け
る
か
ど
う
か
、
非

常
に
大
き
な
鍵
で
あ
る
。

知
名
度
の
高
い
選
手
で
も
、
バ

ッ

ク
が

う
ま
く
処
理

で
き
な
い
た
め

に
、
苦
戦
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か

け
る
。
バ

ッ
ク
・
ハ
ン
ド
を
マ
ス
タ
ー
す

る
こ
と
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
長
続
き

さ
せ
、
し
か
も
上
連
す
る
絶
対
的
な

条
件
だ
と
私
は
思

っ
て
い
る
。

今
回
は
こ
の
バ
ッ
ク

・
ハ
ン
ド
に

つ
い
て
記
し
て
見
よ
う
。

（文
中
す

べ
て
右
利
き
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
対
象

と
し
た
）

一
、
親
指
を
つ
け
る
こ
と

親
指
を
グ
リ
ッ
プ
の

一
番
広
い
部

分
に
ベ
ッ
タ
リ
と
つ
け
る
こ
と
。

（図
１
）

フ
ォ
ア
・
ハ
ン
ド
の
場
合
は
大
き

な
掌
の
部
分
が
グ
リ
ッ
プ
を
支
え
、

力
強
い
も
の
に
な
る
が
バ

ッ
ク

・
ハ

ン
ド
の
場
合
は
支
え
が
な
い
。
ま
し

て
や
、
自
分
の
体
の
反
対
側
の
球
を

取
る
と
な
れ
ば
大
き
な
支
え
を
必
要

と
す
る
。
そ
れ
が
親
指
で
あ
る
。

五
指
の
中
で

一
番
強
い
親
指
を
支

え
に
す
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ア

・
ハ
ン
ド

・
グ
リ
ッ
プ
の

ま
ま
バ

ッ
ク
を
、
力
づ
く
で
は
ね
返

え
そ
う
と
す
る
の
を
よ
く
見
か
け
る

が
、
確
実
性
が
少
な
い
。
特
に
３
、

４
本
連
続
し
て
速
い
タ
マ
を
レ
シ
ー

プ
す
る
よ
う
な
場
合
「
バ
ラ
ン
ス
を

く
ず
し
、　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
悪
く
し

て
し
ま

つヽ
。

男
子
の
場
合
は
力
が
あ
る
の
で
、

あ
る
程
度
は
功
を
奏
す
る
が
、
あ
ま

り
よ
い
フ
ォ
ー
ム
と
は
い
え
な
い
。

女
子
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
が
ダ
メ

に
近
い
。
男
に
し
て
も
力
と
合
理
性

を
加
え
れ
ば
、
自
由
奔
放
で
あ
り
、

か
つ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
特
有
の
ス
マ
ー

ト
さ
も
身
に
つ
き
、
素
晴
し
い
も
の

に
な
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

私
は

バ
ッ
ク

・
ハ
ン
ド
の
マ
ス
タ

ー
は
親
指
を
使
う
こ
と
に
つ
き
る
と

信
じ
て
い
る
。

二
、
レ
シ
ー
プ
の
フ
ォ
‥
ム

常
に
ホ
ー
ム

・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い

て
①
ラ
ケ
ッ
ト
を
持

っ
た
方
の
足
を

前
に
し
て

（図
２
）

②
腰
を
落
し
③
後
足
の
か
か
と
を

あ
げ
、
ケ
リ
の
用
意
を
し
て
お
き
④

ラ
ケ
ッ
ト
の
位
置
は
へ
そ
の
前
で
打

球
面
を
垂
直
に
し
て
お
き

（図
５
）

⑤
体
を
開
か
ず
、
も
ち
ろ
ん
、
い

か
な
る
場
合
も
、　
一
番
肝
要
な
親
指

を
、
グ
リ
ッ
プ
の

一
番
広
い
部
分
に

密
着
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
（続
）

(図 1)

①

佐

藤

茂

雄
(図 2)

(図 3)
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入

日
Ｊ
ロ
ー

編

0

入

日
Ｊ
日
‥

④

初
心
者
で
も
絶
対
必
要
な
体
力

クー
セ
ン
チ
足
り
な
い
″
が
敗
戦
に
結
び
つ
く

今
回
も
、
も
う
少
し
、
ひ
と
り
で

や
れ
る
練
習
の
話
を
し
て
み
た
い
。

ボ
ク
シ
ン
グ
に

″
シ
ャ
ド
ー

・
ボ

ク
シ
ン
グ
″
と
い
う
練
習
法
が
あ
る

の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
。
打
ち
合
う
相

手
な
し
で
、
仮
想
敵
を
頭
の
中
に
お

い
て
、
リ
ン
グ
の
中
を
自
由
自
在
に

動
き
ま
わ
り
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
パ

ン
チ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
練
習
す
る
や

り
か
た
だ
。

あ
あ
し
た
方
法
は
、
バ
ド
ミ
ン
■

ン
に
も
応
用
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
。練
習
と
い
う
と
す
ぐ
ラ
ケ
ッ
ト
を

握

っ
て
シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
た
が
る
。

こ
れ
は
考
え
直
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
と
か
く

す
る
と
、
そ
の
競
技
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

に
ば
か
り
、
心
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ

る
。　
一
部
の
種
目
が
の
び
な
や
ん
で

い
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

一
、
二
、
例
を
ひ
い
て
参
考
の
た

め
に
お
知
ら
せ
し
よ
う
。
同
じ
ラ
ケ

ッ
ト
競
技
の
テ
ニ
ス
は
、
こ
の
と
こ

ろ
、
不
振
が
続
き
、
も
う
十
五
年
も

イ
ン
ド
に
勝
て
な
い
で
い
る
。
そ
の

原
因
の
一
つ
は
体
力

（パ
ヮ
ー
や
持

久
力
）
が
お
と
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

実
は
十
年
ほ
ど
前
、
デ
杯
の
監
督

に
な
っ
た
人
は
、
こ
の
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
人
な
り
の

体
カ
テ
ス
ト
を
や
っ
て
み
た
。
と
こ

ろ
が
、
当
時
、
日
本
の
ナ
ン
．ハ
ー
フ

ン
と
い
わ
れ
た
あ
る
選
手
は
、
お
ど

ろ
い
た
こ
と
に
、
鉄
棒
の
け
ん
す
い

を

一
回
も
で
き
な
か
っ
た
。

け
ん
す
い
の
う
ま
い
こ
と
が
、
ど

の
く
ら
い
テ
ニ
ス
の
プ
レ
ー
に
ブ
ラ

ス
か
、
専
門
家
で
な
い
筆
者
に
は
断

言
で
き
な
い
。
し
か
し
、
か
ら
だ
、

体
力
が

´
資
本
″
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、
そ
れ
が
貧
弱
な
ら
、
上
達
が
の

ぞ
め
な
い
こ
と
は
、
容
易
に
う
な
ず

け
る
。
そ
う
だ
。
今
回
、
こ
こ
で
い
い
た

動
き
の
に
ぶ
い
人
を
、
う
ま
く

一
人

前
以
上
に
育
て
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

だ
が
、
男
子
バ
ン
ー
は
、
ま
ず
中

型
を
中
心
と
し
、
使
え
そ
う
な
ノ
ッ

ポ
は

一
人
ず
つ
ひ
っ
ば

っ
て
き
て
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
体
カ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
徹
底
的
に
や
っ
た
。
２
研
近
い

大
男
が
、
小
型
（
つ
ま
り
、
ふ
つ
う
）

の
人
間
と
同
じ
運
動
能
力
を
持
つ
よ

う
に
な
る
ま
で
、　
一
人

一
人
は
、
血

ヘ
ド
を
吐
き
な
が
ら
、
こ
れ
に
耐
え

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ン

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
程
度
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
体
力
練
習
が
不
要
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
上
手
で
も

ヘ
タ
で
も
、

た
っ
た
、
あ
と
１
つ
、
ヒ
ザ
が
曲
が

ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
ス
ジ
が
の
び

な
か
っ
た
た
め
に
、
シ
ャ
ト
ル
を
と

れ
ず
に
負
け
る
、
と
い
う
こ
と
は
起

こ
り
う
る
の
だ
。
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
で

一
本
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
甘
く
な

っ
た

た
め
、
自
滅
に
つ
な
が
る
こ
と
だ

っ

て
、
往
々
に
し
て
現
実
問
題
だ
。

う
に
、
や
る
気
の
問
題
だ
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日
、
と
い
う
。

い
ま
か
ら
だ

っ
て
遅
く
は
な
い
。
皆

さ
ん
の
中
に
は
、
今
春
、
巨
人
軍
の

多
摩
川
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
見
学
に

行

っ
た
、
女
子
バ
レ
ー
、
ヤ
シ
カ
の

選
手
が

「
あ
の
て
い
ど
な
ら
、
私
た

ち
だ

っ
て
」
と
、
た
め
し
に
王
や
長

島
と
か
け

っ
こ
の
競
争
を
し
た
ら
、

上
位
は
全
員
、
彼
女
た
ち
だ
っ
た
、

と
い
う
話
を
を
聞
い
た
人
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
六
十
歳
を
す
ぎ
た
お
ば
あ

さ
ん
が
、
東
京
の
さ
る
市
民
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
出
て
勝

っ
た
話
を
聞
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
お
ば
あ
さ
ん

は
、
そ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
と
無
縁
だ

っ
た
が
、数
年
前
か
ら
思
い
立

っ
て
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
欠
か
さ
ず

一

定
の
距
離
を
走
り
、
や
み
つ
き
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

な
に
ご
と
も
、　
ト
ン
ー
ニ
ン
グ
の

た
め
、
体
力
づ
く
り
と
思
う
か
ら
つ

ま
ら
な
く
な
る
。
陸
上
、
パ
レ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
な
ん
で
も
栄
養
に
な

る
の
だ
か
ら
、
楽
し
み
と
し
て
、
日

常
、
大
い
に
や
れ
ば
い
い
の
だ
。

選
手
は
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
ら
ぬ
と
不

安
に
な
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、
ク
リ

ヤ
ー
百
本
の
練
習
を
し
て
、
五
十
本

目
か
ら
は
、
疲
れ
て
た
だ
打

っ
て
い

る
だ
け
と
い
う
の
で
は
、
効
果
も
な

い
。
次
回
に
具
体
例
を
述
べ
よ
う
。

い
の
は
、
か
ら
だ
づ
く
り
と
い
う
点

で
あ
る
。

バ
レ
ー
と
バ
ス
ヶ
ッ
ト
は

″
制
空

権
″
を
争
う
競
技
と
い
っ
て
も
い
い
。

つ
ま
り
、
背
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど

有
利
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
そ
こ
で

日
本
の
パ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
を
ひ
か
え

″
大
型
化
″
を

は
か
ろ
う
と
、
ノ
ッ
ポ
を
で
き
る
だ

け
集
め
た
。
だ
が
、
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
。
当
時
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

科
学
的
研
究
も
進
ん
で
お
ら
ず
、
大

き
い
と
い
う
だ
け
で
、
体
力
が
な
く
、

た
。
こ
の
話
は
、
い
つ
か
あ
ら
た
め

て
紹
介
す
る
が
、
い
ま
、
そ
の
お
か

げ
で
平
均
１
研
∞
と
い
う
全
日
本
選

手
は
、
全
員
が
逆
立
ち
し
て
”
″
ぐ

ら
い
歩
け
る
。

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
は
パ
ワ
ー
だ
け

で
な
く
、
敏
し
ょ
う
性
、
鋭
い
反
射

神
経
が
必
要
だ
が
、
筆
者
の
み
る
と

こ
ろ
、
こ
の
あ
る
面
で
は
、
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
パ
レ
ー
に
負
け
て
い
る
と

思
う
。
い
や
、
私
は

一
流
選
手
に
な
る
つ

も
り
は
な
い
ん
だ
、
と
反
論
す
る
人

い
い
。ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
プ
レ
ー
ヤ

ー
に
な
る
た
め
の
肉
体
的
条
件
と
し

て
、
あ
る
先
生
は
、
次
の
点
を
あ
げ

て
い
る
―
―
百
″
走
者
の
ス
プ
リ
ン

ト
、　
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
心
臓
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
選
手
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ

し
て
、
野
球
の
投
手
の
肩
と
腕
、
こ

れ
を

一
人
で
兼
ね
備
え
た
人
―
―

そ
り
ゃ
、
ム
リ
だ
ぜ
、
セ
ニ
ョ
ー

ル
。
た
し
か
に
そ
う
だ
。
だ
が
、
日

標
に
近
づ
く
こ
と
は
、
だ
れ
に
だ
っ

て
、
で
き
る
。
要
は
、
こ
の
欄
で
何

度
も
く
り
か
え
し
力
説
し
て
い
る
よ

百万人のバ ドミン トン上達法
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人
生

は
七

こ
ろ

び
八
起

き

か

ち

と

っ
た

代

表

の
座

高
校
に
進
ん
で
間
も
な
い
こ
ろ
、

ふ
と
体
育
館
で
の
ぞ
い
た

バ
ド
ミ
ン

ト
ン
が
、
私
の
半
生
を
決
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
真
白
い
、

小
さ
な
シ
ャ
ト
ル

を
、
時
に
は
ス
ピ

ー
デ
ー
に
、
時
に

は
ソ
フ
ト
に
、
追

い
か
け
、
打
ち
返

し
、
自
由
自
在
に

動
き
ま
わ

っ
て
い

る
姿
が
生
き
生
き

と
し
て
、
美
し
く

印
象
的
に
私
を
ひ

き
つ
け
た
か
ら
で

す
。入
部
当
時
、
新

入
生
は
五
十
人
ほ

ど
い
ま
し
た
が
、

年
度
の
終
わ
り
に

残

っ
た
の
は
、
私

ひ
と
り
で
し
た
。

き
び
し
い
練
習

読
切
連
載

　

【第
Ｈ
回
】

帝
国
石
油

（秋
田
）
勤
務

樋

渡

満

子

（旧
姓
横
山
、
６５
年
全
日
本
優
勝
者
、

第
４
回

ュ
杯
代
表
）

す坐

え折

にの

▲ 第 4回ユ杯メンバーとともに。右から二人目か筆者

が
、
い
か
に
精
神
力
と
忍
耐
を
要
す

る
も
の
か
。
全
国
大
会
を
目
標
に
、

部
員

一
同
が
、
よ
く
が
ま
ん
強
く
つ

い
て
い
っ
た
も
の
だ
と
、
あ
の
頃
の

時
分
が
、
と
っ
て
も
懐
し
く
思
わ
れ

ま
す
。
私
が
、
い
わ
ゆ
る
現
役
ブ
レ
ー
ヤ

ー
だ

っ
た
の
は
約
十
年
で
す
が
、
こ

の
間
に
は
何
度
か
の

´
浮
き
沈
み
´

が
あ
り
ま
し
た
ｏ
最
初
に
坐
折
感
に

襲
わ
れ
た
の
は
高
校
三
年
の
と
き
、

そ
れ
も
国
体
出
場
を
か
け
た
大
事
な

試
合
の
場
で
し
た
。

″
本
番
″
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

急
に
か
ら
だ
の
だ
る
さ
を
覚
え
、
動

き
が
に
ぶ
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

た
が
、
す
で
に
コ
ー
ト
の
中
で
す
。

や
っ
と
の
思
い
で
ダ
ブ
ル
ス
に
は
勝

ち
ま
し
た
が
、
シ
ン
グ
ル
ス
を
失
な

い
、　
つ
ま
り
私
の
不
調
の
た
め
に
国

体

へ
の
夢
は
破
れ
去

っ
た
の
で
す
。

勝
負
の
世
界
に

″
体
調
が
悪
い
″

と
い
う
弁
解
は
通
り
ま
せ
ん
。
こ
の

と
き
ほ
ど
私
は
、
自
分
の
精
神
力
の

強
さ
、
勝
負
の
厳
し
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝
負

に
勝
つ
に
は
、
ま
ず
自
分
に
勝
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ

と
を
、
私
は
教
訓
と
し
て
心
に
刻
み

込
み
ま
し
た
。

私
た
ち
が
高
校
生
だ
っ
た
当
時
は

女
子
の
海
外
遠
征
な
ど
、
夢
み
た
い

な
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
意
外
に
も
早
く
、
女
子
に
も

チ
ャ
ン
ス
が
回

っ
て
き
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
大
会
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

代
表
を
決
め
る
予
選
会
（兼
全
日
本
）

で
、
私
は

一
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
勝
負
に
こ

だ
わ
り
す
ぎ
た
こ
と
が
敗
因
だ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

や

っ
ば
リ
ダ
メ
な
女
だ
、
何
年
プ

レ
ー
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
、
こ

の
と
き
は
、
つ
く
づ
く
自
分
に
愛
想

が
つ
き

「
も
う

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
忘

れ
よ
う
」
と
悩
み
な
が
ら
、
眠
れ
ぬ

夜
が
続
き
ま
し
た
。

で
も
、
人
生
は
七
こ
ろ
び
八
起
き

じ
ゃ
な
い
か
、
努
力
し
て
で
き
ぬ
こ

と
は
な
い
、
と
い
い
き
か
せ
、
も
う

一
度
、
世
界
選
手
権
に
か
け
る
決
心

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
数
多
く
の
人

々
の
ご
協
力
を
得
て
、
や
っ
と
、
海

外
遠
征
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
四
十

年
の
四
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
招
待
で

し
た
。
国
内
し
か
知
ら
ぬ
私
に
と
っ
て
、

相
手
は
み
な
強
く
見
え
、
満
員
の
ス

タ
ン
ド
が
、
ぼ
う
っ
と
か
す
ん
で
、
ど

こ
に
だ
れ
が
い
る
か
も
わ
か
ら
ず
、

た
だ
、
ざ
わ
め
き
が
潮
騒
の
よ
う
に

耳
の
中
で
、
ご
う
ご
う
と
鳴
る
だ
け

で
し
た
。
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

翌
年
、　
ュ
ー
バ
ー
杯
世
界
選
手
権

の

一
員
に
加
え
ら
れ
、
五
月
に
は
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
米

国
と
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ラ
ウ
ン
ド
。

私
に
と
っ
て
は
外
国
遠
征
最
後
の
試

合
に
な
る
か
も
し
れ
ず

「
悔
い
の
な

い
試
合
を
し
よ
う
」
と
固
く
心
に
誓

っ
た
。
二
十
五
百
の
観
衆
に
囲
ま
れ
、　
コ

ー
ト
に
立

っ
た
と
き
、
や
は
リ
ゾ
ク

ゾ
ク
す
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
が
、

結
局
、
こ
こ
で
頼
れ
る
も
の
は
自
分

の

″
心
″
し
か
な
い
、
信
ず
る
通
り

の
プ
レ
ー
を
や
れ
ば
い
い
、
と
だ
け

考
え
、
自
分
に
ム
チ
打
ち
ま
し
た
。

苦
闘
の
す
え
の
栄
冠
。
チ
ー
ム
メ

ー
ト
と
、
地
球
儀
に
か
た
ど

っ
た
カ

ッ
プ
を
抱
き
じ
め
、
泣
き
笑
い
の
ウ

ズ
の
中
で

「
世
界
を
め
ざ
そ
う
」
と

決
心
し
て
か
ら
の
七
年
間
の
出
来
ご

と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
か
け
め
ぐ

っ

て
い
ま
し
た
）

す
べ
て
は
昨
日
の
出
来
ご
と
の
よ

う
で
す
が
、
こ
の
経
験
を
私
は

一
生

大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で

に
家
庭
に
あ
リ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
プ
レ
ー
を
楽
し
む
私
で
す
。

一
日
も
早
く
、
女
子
の
年
令
別
大
会

が
実
現
す
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。
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２

・
ガ

ツ
ト

一
般
に
ラ
ケ
ッ
ト
に
張

っ
た
糸
の

部
分
を
ガ
ッ
ト
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
ガ
ッ
ト
Ｃ
●
Ｃ

は
本
来
、

腸
線
の
意
味
で
す
。
草
食
動
物
の
腸

か
ら
つ
く
っ
た
糸
の
こ
と
な

の
で

す
。

「
羊
な
ど
の
腸
で
作
リ
ラ
ケ
ッ

ト
や
バ
イ
オ
リ
ン
の
弦
、
釣
糸
、
外

科
用
縫
糸
な
ど
に
用
い
る
」
と
辞
書

に
あ
る
よ
う
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

か
ぎ
ら
ず
テ
ニ
ス
の
ラ
ケ
ッ
ト
に
は

羊
腸
か
ら
の
糸

（
シ
ー
プ

・
ガ
ッ
ト

と
よ
ん
で
い
ま
す
）
を
張
る
の
が

一

番
よ
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
シ
ー
プ

ｏ
ガ
ッ
ト
は
高

価
な
の
で
、
わ
が
国
で
は
ナ
イ
ロ
ン

や
絹
糸

（
シ
ル
ク
）
を
用
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
そ
こ
で
わ
が
国
で

は
ナ
イ
ロ
ン
で
も
シ
ル
ク
で
も
、
ラ

ケ
ッ
ト
に
張
る
糸
全
般
を
ガ
ッ
ト
と

い
い
、
そ
れ
で
通
用
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

し
か
し
ガ
ッ
ト
は
物
質
名
で
す
か

ら
、
ナ
イ
ロ
ン
・
ガ
ッ
ト
、
シ
ル
ク

・
ガ
ッ
ト
と
い
う
の
は
お
か
し
い
わ

け
で
す
。
正
し
く
は

「
ひ
も
」
「
弦
」

「
糸
」
と
か
訳
さ
れ
て
い
る
ス
ト
リ

ン
グ
（^
日
”●
じ

と
よ
ぶ
べ
き
で
す
。

ラ
ケ
ッ
ト
の
名
称
の
図
で
は
、
糸

を
張

っ
た
部
分
を

「
打
面
」
と
し
て

あ
り
ま
す
が
、
材
料
は

「
ガ
ッ
ト
」

「
ス
ト
リ
ン
グ
」
で
、
ラ
ケ
ッ
ト
本

来
の
使
用
目
的
か
ら
い
え
ば
打
面
な

の
で
す
。

前
に
も
い
い
ま
し
た
が
ガ
ッ
ト
は

羊
の
腸
を
精
製
し
、
よ
り
合
わ
せ
て

作

っ
た
も
の
で
、
弾
力
が
あ
り
、
非

常
に
強
く
、
伸
び
て
ゆ
る
む
と
い
う

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で

一
番
よ
い
わ
け
で
す
が
、
張
り
あ
げ

が
む
ず
か
し
く
、
水
分
に
弱
い
と
い

う
欠
点
も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
値
段
が

一
般
的
で
は
な
い
の

で
、
わ
が
国
で
は
ナ
イ
ロ
ン
製
が
多

く
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
現
在

わ
が
国
で
は
、
大
変
研
究
が
進
み
、
ナ

イ
ロ
ン
の
欠
点
を
補
い
、
シ
ー
プ
に

似
た
製
品
も
で
き
て
き
て
い
ま
す
。

３

・
い
ち
ょ
う

頭
部
か
ら
シ
ャ
フ
ト
に
移
る
部
分

に
つ
い
″ヽ
い
る

三
角
形

状
の
板
を

「
い
ち
ょ
う
」
と
い
い
ま
す
。

「
い

ち
ょ
う
（銀
杏
と

の
葉
に
形
が
似
て

い
る
の
で
、
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
「
バ
チ
」
と
も
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
三
味
線
の

「
バ
チ
」
の
形
を

し
て
い
る
か
ら
、
こ
つヽ
い
フヽ
の
で
し

ょ

つヽ

。
ラ
ケ
ッ
ト
で
こ
の
部
分
は
非
常
に

大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
を

張

っ
て
み
て
、
こ
の
部
分
に
特
に
重

み
を
感
ず
る
よ
う
で
は
、
そ
の
ラ
ケ

ッ
ト
で
は
絶
対
上
達
し
な
い
、
練
習

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
下
手
に
な
る
と

い
う
人
が
い
る
く
ら
い
で
す
。
最
近

の
オ
ー
ル
・
ス
チ
ー
ル
・
ラ
ケ
ッ
ト

で
は
こ
の
部
分
が
大
変
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。

４

・
尻
　
革

一
番
お
尻
に
つ
い
て
い
る
の
で
尻

革
と
よ
ぶ
の
で
し
ょ
う
。
名
称
は
お

か
し
い
で
す
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
と
し
て

は
大
変
大
切
な
部
分
で
す
。
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
尻
革
の
形
を
み
れ
ば
、
そ
の

人
の
プ
レ
ー
ぶ
り
や
戦
法
ま
で
わ
か

る
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。
プ
レ

ー
中
に
尻
革
が
ず
れ
た
り
、
尻
革
を

止
め
た
小
釘
で
掌
を
痛
め
た
り
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

軽
す
ぎ
る
と
強
度
が
不
足

技量に応馘ば分け

（四
）
ラ
ケ
ッ
ト
の
選
択

ラ
ケ
ッ
ト
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や

る
の
に
不
可
欠
の
用
具
で
す
。
そ
こ

で
ラ
ケ
ッ
ト
を
え
ら
ぶ
の
に
、
ど
ん

な
点
に
注
意
し
て
え
ら
ん
だ
ら
よ
い

か
を
、
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
ょ

１

・
重
　
さ

一
一
〇
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
軽
い
も

の
か
ら

一
七
〇
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
重

い
も
の
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
ふ
つ
う
、　
三
二
〇
グ
ラ
ム
ー

一

五
〇
グ
ラ
ム
で
す
。

女
子
や
初
心
者
は
軽
い
も
の
が
振

り
や
す
い
の
で
、
そ
れ
に
傾
き
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
軽
い
も
の
は
強
度

に
乏
し
い
難
点
が
あ
り
ま
す

（オ
ー

ル
・
ス
チ
ー
ル
■
フ
ケ
ッ
ト
で
は
こ
の

点
解
決
の
方
向
に
向

っ
て
い
ま
す
）

あ
る
程
度
重
い
方
が
、
強
打
に
有
利

で
あ
る
こ
と
は
、
物
理
学
的
に
も
証

明
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
重
さ
は
そ
の
人

の
身
体
の
大
き
さ
、
力
の
強
弱

（握

力
も
）
好
み
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件

を
考
え
て
え
ら
ぶ
べ
き
で
す
。

２

・
バ
ラ
ン
ス

（釣
り
合
い
）

バ
ラ
ン
ス
と
は
頭
部
と
残
り
の
部

分
と
の
重
さ
の
釣
り
合
い
の
こ
と
で

す
。頭
の
重
い
も
の
は
軽
い
も
の
に
く

ら
べ
て
振
り
ま
わ
し
に
く
い
、
初
心

者
は
反
射
運
動
が
熟
練
者
に
比
べ
て

お
く
れ
が
ち
で
す
か
ら
、
リ
ス
ト

・

ス
ナ
ッ
プ
や
フ
リ
ッ
ク
が
や
り
に
く

Ｌ

一̈



く
な
り
ま
す

頭
の
軽
い

ト
フ
ラ
イ
ト

な
ど
を
放
つ

プ
レ
ー
を
お

ッ
ト
の
方
が
ネ
ッ

ロ

ッ
。フ

フ

ラ

′
■
ト

の
デ
リ
ケ
ー
ト
な

う
に
も
ず

っ
と
適

セ

ン

チ

28
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し
て
い
ま
す
。

強
烈
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
飛
ば
す
に

は
頭
の
重
い
方
が
有
利
で
す
。

初
歩
の
う
ち
は
頭
の
軽
い
も
の
を

使
用
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
技
術
の
進
歩
に
伴

っ
て
、
各

人
の
条
件
か
ら
自
分
の
好
み
が
で
て

き
ま
す
か
ら

（経
験
者
の
指
導
を
う

け
て
）
そ
れ
に
従
う
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

が

適

日本バドミントン協会検定合格ネット・ メーカー

に
な

っ
て
ラ
ケ
ッ
ト
面
の

「
瞬
間
速

度
を
極
度
に
速
く
す
る
」
役
目
を
果

た
す
。
す
べ
て
の
運
動
は
反
動
運
動

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
か
ら
体

全
体
が
フ
リ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い
え

る
。
し
か
し
、
こ
の
手
首
の
動
作
は

極
端
で
あ
り
、
ま
た
最
も
重
要
で
あ

る
、
等
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

（注
）
２

・
リ
ス
ト

・
ス
ナ
ッ
プ

（■
【一２

３
・
し

■
”】降
手
首

旨
〓
「

す
ば
や
く
動
く
、
な
ど
の
訳
が
あ
る
。

ス
ト
ロ
ー
ク
の
際
フ
リ
ッ
ク
に
ひ

き
つ
づ
き
反
動
的
に
ぐ
っ
と
手
首
を

き
か
せ
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
瞬
間
速
度

を
増
す
動
作
の
こ
と
。
ど
の
ス
ト
ロ

ー
ク
に
も
大
な
り
小
な
り
こ
の
ス
ナ

ッ
プ
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル
の
よ
う
な
軽
い

物
体
に
対
し
て
充
分
な
力
を
与
え
る

に
は
、
い
か
に
パ

ッ
ク

・
ス
ウ
ィ
ン

グ
や
途
中
の
ス
ト
ロ
ー
ク
が
良
く
で

き
て
い
て
も
、
こ
の
リ
ス
ト
・
ス
ナ

ッ
プ
と
フ
リ
ッ
ク
を
加
え
な
い
限
り

完
壁
と
は
い
え
な
い
、
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（続
く
）

TEL 03(311)3773
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(株)ジイティヤング

つ
り
あ
い
の
中
心
か
ら
ハ
ン
ド
ル
の
端
ま
で

そ
れ
で
は
重
い
軽
い
は
ど
の
よ
う

に
し
て
み
る
の
で
し
ょ
う
か
。
す
な

わ
ち
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
し
て

み
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
張

り
あ
が

っ
た
ラ
ケ
ッ
ト
の
柄
を
さ
さ

え

（正
確
に
は
糸
を
つ
け
て
つ
り
さ

げ
る
）
丁
度
つ
り
合
い
の
と
れ
た
点

か
ら
、　
ハ
ン
ド
ル

（握
る
と
こ
ろ
）

の
端
ま
で
、
二
十
八
を
二
十
九
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
（ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｌ
イ
ン
チ
）

ぐ
ら
い
が
よ
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て

い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
標
準
に
し
て
重
い
、
軽
い
を
き
め

て
い
る
わ
け
で
す
。

（注
）
１
フ
リ
ッ
ク

（〓
キ
）

買
指
先
な
ど
で
）
は
ね
と
ば
す
」

「
軽
く
び
し
っ
と
打
つ
」
と
い
う
よ

う
な
訳
が
あ
る
よ
う
に
、
ス
ト
ロ
ー

ク
中
に
、
打
球
の
寸
前
に
ス
ナ
ッ
プ

を
き
か
せ
相
手
の
予
想
に
反
し
、
シ

ャ
ト
ル
を
遠
く
へ
飛
ば
す
打
ち
方
と

か
。ラ
ケ
ッ
ト
を
振
る
こ
と
が
終
り
に

近
づ
い
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
面
が
シ
ャ
ト

ル
と
接
触
す
る
直
前
、
手
首
を
ぐ
っ

と
ひ
き
つ
け
る
動
作
の
こ
と
で

（
ラ

ケ
ッ
ト
を
残
し
て
肘
だ
け
先
行
す
る

と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
）

こ
の
フ
リ
ッ
ク
に
つ
な
が

っ
て
、
反

動
的
に
ス
ナ
ッ
プ
が
行
な
わ
れ

一
緒

く
つ
り
合
っ
た
点
か
ら
ハ
ン
ド
ル
の

端
ま
で
の
距
離
を
見
る

卜 2'葛ご漂≡空塁

◎ ミセキ A◎ ミセキ VA
ミセキネット製作所
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強化 1普1及に1新1兵1器

すでにア大会予選,強化合宿で活用

日
本
協
会
は
、
こ
の
ほ
ど
三
洋
電

機
の
ご
厚
意
を
得
て
、
い
わ
ゆ
る
ビ

デ
オ
コ
ー
ダ
ー

（正
式
名
＝
サ
ン
ヨ

ー

・
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｖ
Ｔ
Ｒ
）

の
購
入
に
踏
み
切
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
協
会
に
は
撮
影
機
な

ど
の
機
械
す
ら
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の

科
学
的
研
究
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
代

に
、
こ
の
面
で
は
、
い
ち
じ
る
し
く

ｍ
・“

他
競
技
に
立
ち
お
く
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
、
新
兵
器
を
得
た

こ
と
で
、
第

一
線
選
手
の
競
技
力
向

上
に
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的
な
指
導

普
及
に
も
、
大
い
に
役
立
つ
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
、
ア
ジ
ア
大
会
の
選
考
競

技
会
で
、
操
作
テ
ス
ト
を
兼
ね
て
撮

影
が
行
な
わ
れ
、
代
表
候
補
の
強
化

合
宿
の
さ
い
に
活
用
さ
れ
、
指
導
陣

と
選
手
の
両
方
に
貴
重
な
資
料
と
な

っ
た
。
今
後
、
協
会
と
し
て
は
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
機
会
に
、
多
彩
な
試
合

や
フ
サ
ー
ム
を
撮
影
し
、
資
料
テ
ー

プ
を
、
全
国
関
係
方
面
に
お
役
に
立

て
て
い
く
考
え
。
川
端
理
事
長
と
し

て
は
、
で
き
れ
ば
、
十
二
月
の
ア
ジ

ア
大
会
、
そ
の
前
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

遠
征
に
も
活
用
し
た
い
、
と
語
っ
て

い
る
。
こ
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
は
、
本
体
、
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
、
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
２
一一点

か
ら
成

っ
て
い
る
。
簡
単
に
い
う
と

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の
を

Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
録
画
し
て
、
そ
ニ
タ
ー
で

再
生
画
面
を
何
度
で
も
見
ら
れ
る
と

い
う
装
置
で
あ
る
。

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
フ
ォ
ー
ム
な

ど
を
分
析
す
る
の
に
、
い
ろ
ん
な
手

段
で
再
生
が
可
能
と
い
う
こ
と
だ
。

い
わ
ゆ
る
標
準
再
生
の
ほ
か
、
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
イ
ッ
ク
モ
ー

シ
ョ
ン
、　
ロ
ン
グ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
画

面
停
止
も
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
肉

限
で
プ
レ
ー
を
見
た
だ
け
で
は
気
が

つ
か
な
か
っ
た
点
も
、
的
確
に
キ
ャ

ッ
チ
で
き
る
わ
け
だ
。

▲再生用モニターTVと本体
撮影用TVカ メラ>
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成
功
し
た
案
内
状
方
式

…
…
観
客
動
員
に
Ｄ
Ｍ
作
戦
…
…

ま

ず

愛

好

者

固

め

る

日

バ

協

会

真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
と
自
覚
し
、
こ
の
と

こ
ろ
数
々
の
企
画
を
試
み
て
い
る
。

名
付
け
て
Ｄ
Ｍ
作
戦
。
初
め
て
今

春
の
第

一
回
全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ズ

。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
の
際

に
実
施
し
た
。
都
内
の
高
校

。
中
学

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
宛
、
約
五
百
通

の
案
内
状
（ダ
イ
レ
ク
ト

・
メ
ー
ル
）

を
発
送
し
、
岸
記
念
体
育
会
館
に
満

員
の
観
客
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
。

二
月
の
社
会
人
対
学
生
の
大
会
に
も

応
用
、
成
果
を
み
た
。

さ
ら
に
、
キ
メ
こ
ま
か
く
し
た
の

が
九
月
の
ア
ジ
ア
大
会
予
選
会
。
協

会
事
務
局
長

・
村
山
氏
の
ア
イ
デ
ア

で
、
台
東
体
育
館
を
中
心
に
し
た
都

内
三
区
内
の
全
中

。
高
校
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
宛
、
約
千
通
の
Ｄ
Ｍ
を
集

中
的
に
配
布
、
ま
ず
ま
ず
の
入
り
を

示
し
た
。

こ
の
時
の
入
場
券
に
は
、

「
バ
ド

界
」
の
希
望
で
住
所
、
氏
名
、
所
属

を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
、
友

の
会
の
よ
う
な
固
定
化
組
織
に
し
よ

う
と
い
う
の
が
狙
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
戦
の
成
功
率
が
高
い

の
は
、
何
と
い
っ
て
も
バ
ド
関
係
者

へ
の
呼
び
か
け
で
あ
る
か
ら
だ
。

わ
が
競
技
の
現
状
で
は
ま
ず
足
も

と
か
ら
固
め
て
ゆ
く
の
が
先
決
と
思

っ
て
い
る
が
、
第
二
段
階
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
各
地
区
の
教
育
委

員
会

へ
呼
び
か
け
、
最
終
的
に

一
般

大
衆

へ
と
段
階
的
な
作
戦
を
考
え
て

い
る
。
と
に
か
く
、
相
当
な
刺
激
に
な
れ

た
現
代
人
に
は
月
な
み
な
呼
び
か
け

で
は
ダ
メ
だ
。
時
に
は
奇
を
狙
い
、

抜
を
ホ
ド

コ
ス
く
ら
い
の
策
を
持
た

な
い
と
立
ち
遅
れ
る
。

テ
ン
ピ

ｏ
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
を

利
用
し
た
宣
伝
は
現
代
社
会
の
伝
達

機
関
と
し
て
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
他

人
ま
か
せ
の
策
、
ま
ず
必
要
な
こ
と

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者
の

一
人

一

人
が
地
道
に
、
確
実
に

一
人
で
も
多

く
の
人
に

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
」

を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
る
こ

と
で
あ
る
と
思
う
。

（日
本
協
会
広
報
委
員

・
秦
浩
）

私
は
、
先
日
Ａ
紙
の
コ
ラ
ム
に
出

て
い
た

「
関
東
学
生
サ
ッ
カ
ー
連
盟

は
、
リ
ー
グ
戦
の
開
始
に
先
立
ち
、

入
場
料
を
女
性
に
限
り
、
半
額
と
す

る
」
と
い
う
記
事
を
担
当
柄
興
味
深

く
読
ん
だ
。
こ
の
決
定
、
裏
を
明
か

せ
ば
女
性
の
あ
る
と
こ
ろ
必
ず
男
性

が
集
ま
る
と
い
う
心
理
？
に
発
想
が

あ
る
。
観
客
動
員
の

一
策
と
し
て
文

字
通
り

一
石
二
鳥
を
狙
っ
た
、
い
や
、

エ
ビ
で
鯛
を
釣
る
手
段
で
あ
る
と
い

う
。
何
と
ま
あ
手
の
込
ん
だ
、
ウ
ン

シ
イ
作
戦
で
は
な
い
か
。

一
方
、
体
操
協
会
は
先
き
頃
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
で
、
最
近
の
観
客
動
員
の
び

悩
み
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
新
聞

折
込
み

チ
ラ
シ
を
利
用
す
る
と
い

う
、
か
な
り
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
実

行
し
た
。

こ
の
よ
う
に
今
や
花
形
と
い
わ
れ

る
こ
れ
ら
の
競
技
団
体
さ
え
も
、
こ

と
観
客
の
動
員
と
な
る
と
相
当
の
努

力
と
神
経
を
使
っ
て
い
る
。

わ
が
．ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
決
し
て
、

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

こ
そ
、
こ
の
問
題
に
は
前
向
き
に
、

1‐mI臨塩盛謳
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７
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の
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０
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０
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０
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０
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成
壮
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一
回
戦
　
千
葉
３
１
０
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阜

▼
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北
海
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０
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栃
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熊
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２
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０
大
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▼
準
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北
海
道

○醜
　幡
２（・５．５‐１
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〔
個
人
戦
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部
〕

◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
四
回
戦
　
一二
宅

（岡
山
）
２
１

０
田
中

（千
葉
）
、
横
田

（滋
賀
）

２
１
０
正
木

（富
山
）
、
佐
々
木
彦

（岩
手
）
２
１
０
山
内

（福
井
）
、

杉
田

（神
奈
川
）
２
１
０
伊
藤

（熊

本
）
、
清
水

（富
山
）
２
１
０
上
原

（石
川
）
、
瀬
戸

（東
京
）
２
１
０

大
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古
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）
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工
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２
１
０
別
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工
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・５．５
日
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０
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中
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）
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阿
部
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伊
藤
（東

京
）
、
佐
々
木
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手
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２
１
０
西

城

。
田
中

（東
京
）
、
三
宅

・
柳
本

（岡
山
）
２
１
０
村
西

・
松
本

（石

川
）▼
準
々
決
勝

爾
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　　方
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▼
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▼
決
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一
般
女
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シ
ン
グ
ル
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決
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２
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（
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日
・２８
）
０
動
γ
企
示
つ

（天岐阜Ⅶ
２（Ш‐‐
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▼
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▼
決
　
勝

高
　
　
木
２
（
・１１．
日
・２
）
０
天
　
　
野

◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

（
天高
岐
阜
秘
２
（
・５．５
‐‐
３．
）
０

（
山徳
長
崎
「

（
永飯
富
山
柳
２
（
・５．５
日
・１５
）
０

（
市功
東
京
っ

▼
決
　
勝

鶏一　　̈
い２（・５．５日
・５）０輸一　　一即

◆
３０
歳
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

（鈴秋
田琳
２（・５．５‐‐
・２）０
（本熊
本
判

（西熊木
Ⅷ
２（・５．５‐‐
Ｈ）０
（和岐
阜
Ⅶ

期
大阪
Ⅶ
２（・５．５‐‐
８．０）０
（奈大
阪預

（南熊
本
）
２（・５．５‐‐
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（坂東
京
琳

▼
準
決
勝

鈴
一　
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２
（
・５．５
日
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）
０
両
］
　
　
・田

南
　
　
　
２
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戦
勝
）

▼
決
　
勝

鈴
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大
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日
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熊
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２
（
・５．５
‐‐
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京
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▼
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決
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田
２（・５．５‐‐
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嚇
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決
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５４．５
一
・
毛
　
　
利

◆
４０
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男
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ダ
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・５．５
‐‐
３３
）
０

（
背斎
大
阪
辮

▼
決
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日
５３
）
０
柿
　̈
　
一崎

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝

炒

潮
」
「
２
一
・５．５．４
‐‐‐
５６．７
一
・
悧
央
（
山奇
中越．
瘤

疇
央
（
野

中越。
豫
２
（
・５．５
‐‐
８９
）
０
雌
中
（
藤
一
年

▼
三
位
決
定
戦

一馴
　　一神２⌒・５．５日
９４）０計十　　一鵬

▼
決
　
勝

嚇
　
　
喘
２
一・７．５．４
‐‐‐
・４．２．７
一
・
躾
　
　
暇

（編
集
部
か
ら
）
越
谷
中
央
中

・
加

藤
勝
先
生
提
供
で
す
。

Ｃ
第
２３
回
京
都
府
中
学
校
総
合
体

育
選
手
権
大
会

（８
月
７
日
、
嵯
峨

中
体
育
館
）

京
都
市
勢
が
圧
倒
的
に
強
く
、
男

女
と
も
上
位
を
独
占
し
た
。
こ
の
た

め
、
上
位
争
い
は
市
大
会
の
再
現
と

深松
▼
決
野沢

勝  2
151215
111
10154

1

田関

川根

藤木

附
２（・５．５‐‐
７．０）０帰
林田



Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

な

っ
た
が
、
男
子
で
は
市
大
会

一
位

の
洛
星
が
二
位
の
加
茂
川
に
敗
れ
る

波
乱
が
あ
っ
た
ｏ
女
子
は
桂
中
が
断

然
強
く
、
連
続
優
勝
を
と
げ
た
。

〔
男
子
団
体
）
①
加
茂
川
②
洛
星

③
嵯
峨
〔女
子
団
体
〕
▼
三
位
決
定
戦

同
崎
３
１
１
加
茂
川
▼
決
勝
　
桂
３

１
０
嵯
峨

（注
、
二
位
ま
で
が
近
畿

大
会
に
出
場
）

０
４５
年
度
京
都
市
中
学
校
選
手
権

大
会

（市
教
委

。
中
体
連
共
催
＝

（７
月
２．
‐
２３
日

・
洛
星
中
体
育
館
）

男
子
は
洛
星
中
が
初
栄
冠
に
輝
き

女
子
は
柱
中
が
１０
連
勝
の
偉
業
を
達

成
し
た
。

〔
男
子
団
体
〕
▼
決
勝
　
洛
星
３

１
０
加
茂
川
▼
順
位
　
①
洛
星
②
加

茂
川
③
梅
逢
③
嵯
峨

〔女
子
団
体
〕
▼
準
決
勝
　
性
３

１
０
加
茂
川
、
同
崎
３
１
１
嵯
峨
▼

決
勝
　
桂
３
１
１
岡
崎

〔女
子
個
人
〕
▼
シ
ン
グ
ル
ス
①

高
倉

（桂
）
③
角
谷

（社
）
③
松
田

（岡
崎
）
▼
ダ
ブ
ル
ス
①
高
倉

。
角

谷

（桂
）
②
内
泉

・
川
上

（桂
）
③

松
田

・
西
井

（岡
崎
）

（編
集
部
か
ら
）
以
上
、
二
大
会

の
レ
ポ
ー
ト
は
京
都

・
高
藤
哲
岳
さ

ん
で
す
じ

０
京
都
市
青
年
の
家
創
立
十
周
年

記
念
体
育
大
会

（７
月
１２
日

・
市
体

育
館
）

京
都
の
勤
労
青
年
が
集
う

″青
年

の
家
″
が
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
の

大
会
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

昨
年
度

優
勝

の
小
鳥
伸
治
選
手

（五
大
都
市
大
会
社
会
人
京
都
代
表

キ
ャ
プ
テ
ン
）
が
、
大
会
参
加
の
た

め
欠
場
、
卜
考
フ
争
い
が
お
も
し
ろ

く
な

っ
た
。
前
年
二
位
の
官
川
盛
人

選
手
は
順
当
に
フ
ァ
イ
ナ
ル
ま
で
勝

ち
上
っ
た
が
、
や
は
り
昨
年
、
３
ゲ

ー
ム
と
も
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
熱
戦
を

を
演
じ
た
ラ
イ
バ
ル
高
藤
哲
岳
選
手

に
、
ふ
た
た
び
、
栄
冠
を
は
ば
ま
れ

た
。
高
藤
選
手
は
初
優
勝
。

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
々
決
勝

官
川
盛
人
２
１
０
谷
川
博
之
、
高

藤
哲
岳
２
１
１
大
矢
芳
久
、
中
井
清

一
２
１
１
向
井
正
次
郎
、
藤
井
啓
之

介
２
１
１
林
美
男

▼
準
決
勝
　
宮
川
２

（１５
１
９
、

・５
‐
Ｈ
）
０
中
井
、
高
藤
２

（１５
‐

２
、
１５
１
６
）
０
藤
井

▼
決
勝
　
一局
藤
２

（
１５
‐
２
、
１５

１
８
）
０
宮
川

◆
女
子
順
位
　
①
古
川
幸
子
②
寺

島
す
み
子
③
中
村
晴
美

０
第
八
回
関
東
選
手
権
大
会

（８

月
１５
１
・７
日

・
山
梨
学
院
大
）

◆
高
枚
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝
　
藤
田

（群
馬
）
２

１
０
折
井

（神
奈
川
）
、
高
橋

（栃

木
）
２
１
１
滝
沢

（神
奈
川
）
、
館

野

（栃
木
）
２
１
１
関
谷
（東
京
）
、

小
林

（群
馬
）
２
１
１
遠
藤
（東
京
）

▼
準
決
勝
　
高
橋
２

（
１５
‐
１
、

・５
１
４
）
藤
田
、小
林
２

（１５
‐
７
、

２
１
１５
、
・５
‐
５
）
１
館
野

▼
決
勝
　
一尚
橋
２

（
１５
‐
９
、
１５

１
９
）
小
林

◆
高
校
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
藤
田
・小
林
（辞
馬
）

２
１
１
館
野

・
細
島

（栃
木
）
、
高

橋

。
榎
戸

（栃
木
）
２
１
０
折
井

・

小
林

（神
奈
川
）

▼
決
勝
　
藤
田

・
小
林
２

（
１５
１

５
、
１５
‐
ｎ
）
０
高
橋

・
榎
戸

◆
高
校
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝
　
小
林

（栃
木
）
２

１
０
秋
山

（神
奈
川
）
、
池
田

（栃

木
）
２
１
０
望
月

（山
梨
）
、
藤
井

（栃
木
）
２
１
０
入
倉

（山
梨
）
、

人
貰
（栃
木
）
２
１
０
深
谷
（千
葉
）

▼
準
決
勝
　
小
林
２

（
ｎ
１
６
、

１１
１
４
）
０
池
田
、
藤
井
２

（
Ｈ
Ｉ

７
、
■
１
１
）
０
大
貰

▼
決
勝
　
小
林
２

（３
１
Ｈ
、
Ｈ

１
８
、
１２
１
・０
）
１
藤
井

◆
高
校
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
小
林
。藤
井
（栃
木
）

２
１
０
中
村

・
深
谷

（千
葉
）
、
池

田

。
大
貫

（栃
木
）
２
１
０
入
倉

・

望
月

（山
梨
）

▼
決
勝
　
小
林

・
藤
井
２

（１５
‐

８
、
１５
‐
４
）
０
池
田

。
大
貫

◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

２
１
０
早
川

（茨
城
）
、
鈴
木

（東

京
）
２
１
１
渡
辺
（神
奈
川
）
、
秋
山

（山
梨
）
２
１
０
池
田

（東
京
）
、

栂
野
尾

（東
京
）
２
１
０
稲
村

（群

馬
）▼
準
決
勝
　
秋
山
２

（９
１
１５
、

・５
１
３
、
１５
１
・０
）
１
坂
本
、
栂
野

尾
２

（
１５
１
２
、
１５
１
５
）
０
鈴
木

▼
決
勝
　
秋
山
２

（１５
１
９
、
１７

‐
・５
）
０
栂
野
尾

◆

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
秋
山
・窪
田
（山
梨
）

２
１
１
山
本

・
佐
藤

（東
京
）
、
鈴

木

・
池
田

（東
京
）
２
１
０
渡
辺

・

落
合

（神
奈
川
）

▼
決
勝
　
鈴
木

・
池
田
２

（１７
‐

・５
、
・５
‐
・１
）
０
秋
山

・
窪
田

◆

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝
　
六
小良
岡

（東
京
）

２
１
０
中
塚

（神
奈
川
）
、
山
上
（東

一δ

２
１
０
工
藤

（東
京
）
、
杉
田

（神
奈
川
）
２
１
１
土
井
（東
京
）
、

石
崎
（栃
木
）
２
１
０
細
谷
（群
馬
）

▼
準
決
勝
　
奈
良
岡
２
（ｎ
１
８
、

６
１
Ｈ

′
１２
１
・０
）
１
山
上
、
杉
田

２

（１２
１
・０
、
９
１
Ｈ
、
ｎ
１
２
）

１
石
崎
▼
決
勝
　
杉
田
２

（
ｎ
１
３
、
■

１
２
）
０
奈
良
岡

◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
松
本
。石
崎
（栃
木
）

２
１
０
奈
良
岡

・
阿
久
津
（東
京
）
、

上
井

・
工
藤

（東
京
）
２
１
１
杉
田

・
中
塚

（神
奈
川
）

▼
決
勝
　
土
井

・
工
藤
２

（９
１

・５
、
・５
１
・０
、
・５
１
・０
）
１
松
本

・

石
崎
◆
３０
歳
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
土遅
井

（栃
木
）
２
１

０
若
藤

（千
藤
）
、
杉
山

（山
梨
）

キ
ケ
ン
本
多
見

（千
葉
）

▼
決
勝
　
杉
山
２

（
１５
１
４
、
１５

１
４
）
０
遠
井

◆
３０
歳
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
田
中
・岡
村
（千
葉
）

２
１
１
福
井

。
小
泉

（東
京
）
、
速

井

。
安
田

（栃
木
）
２
１
０
野
坂

・

五
本
木

（東
京
）

▼
決
勝
　
田
中

・
岡
村
２

（
１５
１

３
、
１５
１
３
）
０
遠
井

・
安
田

◆
４０
歳
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
森
脇

（東
京
）
２
１

１
佐
藤

（東
京
）
、
権
田

（東
京
）

２
１
０
鈴
木

（東
京
）

▼
決
勝
　
森
脇
２

（
１５
１
９
、
１５

１
０
）
０
権
田

◆
４０
歳
ダ
ブ
ル
ス

▼
決
勝
　
森
脇

。
権
田

（東
京
）

２

（１５
１
・０
、
・５
１
３
）
０
松
野

・

佐
藤

（山
梨
）

第
五
回
全
国
私
立
短
大
体
育
大
会

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
、
八
月

一

日
か
ら
三
日
間
、
福
岡
市
の
九
電
体

育
館
で
行
な
わ
れ
た
。

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
第
二
回
か

ら
の
参
加
だ
が
、
過
去
三
連
勝
の
新

▼
■

¨
●

一　
一」■

ド
「

　

」



潟
青
陵
は
じ
め
四
校
が
欠
場
し
、
の

べ
出
場
は
十
五
校
だ
っ
た
。

団
体
は
東
大
阪
が
断
然
強
く
、
４

試
合
と
も
ス
ト
ン
ー
ト
勝
ち
で
初
優

勝
。
個
人
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
東

大
阪
同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
結
果
、

柴
山
が
石
崎
を
２
１
０
で
く
だ
し
王

座
に
つ
い
た
。
同
ダ
ブ
ル
ス
は
同
じ

く
東
大
阪
の
及
川

。
高
崎
組
が
日
女

体
の
保
坂

・
横
田
組
を
破
っ
て
、
こ

れ
も
初
優
勝
し
て
。

（福
岡
県
協
会

提
供
）

〔
団
体
戦
〕

▼

一
回
戦
　
山
形
女
子
５
１
０
西

南
女

（キ
ケ
ン
）
、
東
大
阪
５
１
０

鹿
児
島
純
心
女
子
、
千
葉
敬
愛
４
１

１
広
島
女
、金
蘭
５
１
０
尚
綱
女
（キ

ケ
ン
）
、
神
戸
山
手
女
子
４
１
１
筑

紫
女
、
学
部
５
１
０
大
阪
女
子

（キ

ケ
ン
）
、
東
海
女
子
５
１
〇
九
州
学

園
福
岡
女
子

▼
二
回
戦
　
日
女
体
５
１
０
山
形

女
子
、
東
大
阪
３
１
０
千
葉
敬
愛
、

金
蘭
４
１
１
神
戸
山
手
女
子
、
東
海

女
子
５
１
０
宇
部

▼
準
決
勝

東
大
阪
　
３
１
１
　
日
女
体

〇
一研　ｍ
２⌒・５．５日
・２６）０榊̈
　̈
叫

〇一馘　酬
２⌒・５．５日
３２）０柚̈
　一い

大
　場ｒ
一８．２９‐‐―
・・９．２一２保
　坂
○

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

○
石
　
崎
２
一
・・７．．
‐―‐
５．． ７
一
・
横

東
海
女
　
３
１
１
　
金

（０孵
　̈
坤２（・５．５日
２２）０漏

嚇一　̈
唯０（・４９日
・７．５）２燿

０而川　，上２（ШＨ
００）ｏ豊

０重「　̈
町２（・１１．Ｈ
００）０稲

▼
決

勝

東
大
阪
　
３
１
０
　
東
海
女

〇一麒　刷
２（・５．５日
ｏ３）０孵
　晰一

（０獄
　一杉２（・５．５日
００）０唯
　隅

○
石
　崎
２（・１１．‐‐
３３）０川
　上

〔
個
人
戦
〕

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
▼
準
々
決
勝

石
崎

（東
大
阪
）
２
１
０
加
藤

（山

形
女
）
、
塩
崎

（日
女
体
）
２
１
０

早
野

（東
海
女
）
、
川
上

（東
海
女
）

２
１
０
遠
藤

（日
女
体
）
、
柴
山
（東

大
阪
）
２
１
０
大
武

（関
東
）

▼
準
決
勝
　
石
崎
２
１
０
塩
崎
、

柴
山
２
１
０
川
上
、
▼
決
勝
　
柴
山

２
１
０
石
崎

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
▼
準
々
決
勝

保
坂

・
横
田

（日
女
体
）
２
１
０
稲

井

。
大
井

（金
蘭
）
、
大
場

。
坂
本

（東
大
阪
）
２
１
０
早
野

・
川
上
（東

海
女
）
、
及
川

・
高
崎

（東
大
阪
）

井 永 崎永 井井 蘭 田
○

２
１
０
豊
永

・
宮
崎

（金
蘭
）
、
稲

木

。
小
林

（日
女
体
）
２
１
０
田
中

・
青
木

（神
戸
山
手
女
）

▼
準
決
勝
　
保
坂

・
横
田
２
１
０

大
場

。
坂
本
、
及
川

・
高
崎
２
１
０

稲
木

。
小
林
、
▼
決
勝
　
及
川

・
高

崎
２
１
１
保
坂

・
横
田

回
東
海
総
合
選
手
権
大
会

（９
月

・９
１
２０
日

ｏ
名
古
屋
市
体
育
館
）

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝
　
安
沢

（愛
知
）
２

１
０
日
下
部

（静
岡
）
、
牛
島

（愛

知
）
２
１
１
森

（岐
阜
）
、
河
田
（岐

阜
）
２
１
０
伊
村

（愛
知
）
、
松
島

（愛
知
）
２
１
０
樋
口

（岐
阜
）

▼
準
決
勝
　
安
沢
２

（
１５
１
８
、

・５
１
２
）
０
牛
島
、
河
田
２

（
１５
１

・２
、
・５
１
７
）
松
島
、
▼
決
勝
　
安

沢
２

（
１５
１
５
、
１５
１
・０
）
０
河
田

＝
安
沢
は
二
連
勝

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
々
決
勝
　
伊
村

・
樋
口

（愛

知
）
２
１
０
小
林

・
井
崎
曾
一重
）、

大
世
古

。
南

（三
重
）
２
１
０
日
下

部

・
山
崎

（静
岡
）
、
平
野

・
大
石

（静
岡
）
２
１
０
武
田

。
正
岡

（愛

知
）
、
森

・
河
田

（岐
阜
）
２
１
０

安
沢

。
松
島

（愛
知
）

▼
準
決
勝
　
伊
村

・
樋
口
２

（
１５

１
５
、
１５
１
５
）
０
大
世
古

。
南
、

森

。
河
田
２

（１５
‐
６
、
１５
１
８
）

０
平
野

。
大
石
、
▼
決
勝
　
森

。
河

田
２

（１５
１
・０
、
・０
１
・５
、
・５
１
・２
）

０
伊
村

・
樋
口
＝
森
組
初
優
勝

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝
　
大
橋

（愛
知
）
２

１
０
橋
本

（彰
知
）
、
辻
田
（愛
知
）

２
１
１
富
井

（愛
知
）
、
工
藤

（愛

知
）
２
１
０
竹
中

（愛
知
）
、
小
沢

（愛
知
）
２
１
０
金
子

（愛
知
）

▼
準
決
勝
　
大
橋
２

（
１２
１
９
、

ｎ
１
０
）
０
辻
田
、
工
藤
２

（７
１

ｎ
、
１１
１
７
、
１２
１
・０
）
１
小
沢
、

▼
決
勝
　
大
橋
２

（ｎ
１
５
、
ｎ
ｌ

２
）
０
工
藤
＝
大
橋
初
優
勝

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
大
橋

・
辻
田
２

（
１８

１
・３
、
・５
１
・１
）
０
橋
本

。
小
沢
、

金
子

・
竹
中
２

（
１８
１
・５
、
・２
１
・５
、

・５
１
６
）
１
工
藤

・
紺
野
、
▼
決
勝

大
橋

・
辻
田
２

（
１５
１
７
、
１５
１

ｎ
）
０
金
子

・
竹
中
＝
大

回
第

一
回
石
川
県
実
業
団
選
手
権

大
会

（９
月
１３
日

・
小
松
市
営
体
育

館
）
◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
奥
村
２
１
０
山
本
、

堂
谷
内
２
１
０
小
西
、
▼
決
勝
　
奥

村
２

（１３
１
・５
、
・５
１
７
、
１５
‐
・２
）

１
堂
谷
内

◆

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
安
江

・
山
本
２
１
１

岡
崎

。
中
村
、
中
田
、
東
２
１
０
清

水

・
河
原
、
▼
決
勝
　
中
田

。
東
２

（６
１
１５
、
・５
１
ｎ
ヽ
・５
１
６
）
１

安
江

。
山
本

◆

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
石
田
２
１
０
東
、
田

中
２
１
０
鉄
矢
、
▼
決
勝
　
石
田
２

（ｎ
１
６
、
１０
１
１２
、
ｎ
１
８
）
１

田
中
◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
　
勝
渡
辺

。
鉄
矢

（渋
谷

・
県
庁
）
２
１
０
田
中

。
東

（辰
ロ

ク
）
、
石
田

・
庭
田

（辰
ロ
ク
、
看

護
）
２
１
０
稲
波

・
兵
地
（津
田
駒
）
、

▼
決
勝
　
渡
辺

・
鉄
矢
２
（４
１
１５
、

・５
１
５
、
１５
‐
Ｈ
）
１
石
田

・
庭
田

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝
　
奥
村

・
石
田

（自
営

・
看
護
学
校
）
２
１
０
北
川

・
鉄
矢

（．ヘ
プ
シ
、
県
庁
）
、
東

・
渡
辺
（倉

庫
精
練
、
渋
谷
）
２
１
０
中
田

。
中

田

（倉
庫
精
練
）
▼
決
勝
　
東

・
渡

辺
２

（
１８
１
・７
ヽ
・５
１
・０
）
０
奥
村

・
石
田

◆
３０
歳
シ
ン
グ
ル
ス

▼
決
勝
　
岡
崎
２

（
１５
１
Ｈ
、
４

１
・５
、
・５
１
Ｈ
）
１
毛
利

◆
３０
歳
ダ
ブ
ル
ス

▼
決
勝
　
原

・
藤
井
２
（
１５
‐
・０
、

・５
１
９
）
０
鈴
木

・
毛
利

◆
４０
歳
シ
ン
グ
ル
ス

▼
決
勝
　
亀
山
２

（
１５
１
９
、
１５

１
０
）
０
桜
木

◆
４０
歳
ダ
ブ
ル
ス

▼
決
勝
　
久
野

・
亀
山
２

（
１５
１

３
、
１８
１
・５
）
０
供
田

・
桜
木



ラス ト・ コーナー . ラス ト・ コーナー

《
表

紙
》

堺
　
栄

一
、
天
野
博
江

こ
の

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
創
刊

以
来
、
初
め
て

″
滉
合
ダ
ブ
ル
ス
″

の
表
紙
写
真
が
登
場
し
た
。

混
合

（
ミ
ッ
ク
ス
）
は
、
わ
が
国

で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

´
お
遊

び
″
と
し
て
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し

「
こ
れ
は
誤
解
も
は
な
は
だ
し

い
」
と
い
う
の
が
、
本
当
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
理
解
し
て
い
る
人
の
言
葉

で
あ
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

本
誌
が
、
今
春
の
欧
米
遠
征
選
手
団

帰
国
報
告
の
中
で
説
明
し
て
い
る
か

ら
、
改
め
て
は
述
べ
な
い
。

た
だ
、
日
本
で
ダ
ブ
ル
ス
そ
の
も

の
の
い
い
ペ
ア
が
育
ち
に
く
い
の
は

欧
米
の
よ
う
に
混
合
を
や
る
風
習
が

な
い
こ
と
に
深
い
関
係
が
あ
る
、
と

だ
け
い
っ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
こ
に
登
場
の
ペ
ア
は
、

今
年
度
社
会
人
選
手
権
に
優
勝
し
た

堺
。天
野
組
。
一
一人
に
つ
い
て
は

「
私

の
ひ
と
こ
と
」
で
、
皆
さ
ん
に
も
お

な
じ
み
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
も
詳
細

な
紹
介
は
は
ぶ
く
。
堺
選
手
は
卜
杯

の
主
将
を
つ
と
め
、
天
野
選
手
は
高

木
選
手
と
長
年
の
名

コ
ン
ピ
。

二
人
と
も
、
ダ
ブ
ル
ス
型
で
、
そ
の

真
随
を
よ
く
知

っ
て
い
る
選
手
だ
。

こ
う
し
た
ペ
ア
が
、　
一
日
も
早
く
日

本
に
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
ほ
し
い
。

本
号
か
ら

「
百
万
人
の
上
達
法
」

講
座
に
、
佐
藤
茂
雄
先
生
が
登
場
し

た
。
続
い
て
、
次
号
か
ら
は
、
上
級

編
の
二
番
バ

ッ
タ
ー
と
し
て
、
三
須

徳
次
先
生
が
健
筆
を
振
う
こ
と
に
な

っ
た
。
三
須
先
生
は
学
生
界
の
名
門

中
大
を
指
導
さ
れ
て
お
り
、
学
生
界

の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
最
も
よ
く
知

っ

て
お
ら
れ
る
。
ご
期
待
を
乞
う
。

さ
て
、
次
号
の
競
技
は
国
体
の
特

集
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
大
会
の
つ
ご

う
で
、
時
期
が
早
ま
っ
た
全
日
本
学

生
と
全
日
本
総
合
に
つ
い
て
も
速
報

（で
き
れ
ば
詳
報
）
と
し
た
い
。

ア
ジ
ア
大
会
に
つ
い
て
も
、
さ
ら

に
何
ら
か
の
続
報
を
入
れ
る
予
定
。

こ
の
ほ
か
、
本
号
に
間
に
合
わ
な
か

っ
た
コ
プ
ス
選
手
の
国
際
試
合
に
つ

い
て
も
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

特
殊
な
読
み
も
の
と
し
て
は
、
ア

マ
規
定
に
つ
い
て
。
ク
ン
ー
射
撃
が

世
間
に
騒
が
れ
、
国
体
に
参
加
で
き

る
か
ど
う
か
の
、
大
問
題
に
な

っ
た

が
、
ン」
れ
と
バ
ド
の
関
係
は
ど
う
か
、

く
わ
し
く
述
べ
た
い
。

愛

読

者

へ
の

お

知

ら

せ

本
誌
の
継
統
購
読
の
申
し
込
み
は

ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
ず
す
ん
で
い
な
い
方
も

一
部

あ
る
よ
う
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

状
が
行
く
は
ず
な
の
で
、
お
忘
れ
の

方
は
、
お
早
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
　
　
★
　
　
★

最
近
、
読
者
か
ら
の
投
書
で
、
紙

面
に
紹
介
で
き
る
も
の
が
少
な
い
よ

う
で
す

（か
な
り
手
紙
は
く
る
の
で

す
が
、
す
で
に
扱

っ
た
よ
う
な
テ
ー

マ
の
も
の
が
多
い
の
で
す
）
ふ
る
っ

て
お
寄
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
全
国
か
ら
大
会
記
録
を
送

っ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
が
、
中
に

一
つ
、
一
ら

、
ス
コ
ア

が
抜
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
不
明
」
と
し
て
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
は
こ
ま
る
の
で
、
よ
く
お
確
か
め

下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
。

★
　
　
★
　
　
★

読
者
か
ら
の
傑
作
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
人
物
や
肝
心
の
場
面
が

大
き
く
。
ひ
き
の
ば
し
に
耐
え
る
も

の
な
ら
、
テ
ー
マ
は
聞
い
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
の
気
が
つ
か
な
い
、
お
も

し
ろ
い
題
材
で
あ
れ
ば
、
な
お
、
け

っ
こ
う
で
す
。
多
く
集
れ
ば
、
コ
ン

ク
ー
ル
の
形
に
し
て
も
い
い
と
考
え

ま
す
。
編
集
部
に
要
望
の
あ

っ
た
写
真
集

は
、連
続
写
真
を
中
心
に
、近
く

（
で

き
れ
ば
新
年
）
本
誌
の

一
環
と
し
て

出
版
で
き
る
運
び
で
す
。

暑
い
、暑
い
と
い
っ
て
い
た
ら
、
い

つ
の
間
に
か
秋
も
か
け
足
で
す
ぎ
、

も
う
年
末
や
新
年
の
編
集
に
頭
を
痛

め
る
シ
ー
ズ
ン
と
な

っ
た
。
昨
年
の

例
か
ら
い
う
と
、
年
末
年
始
の
二
十

日
間
ぐ
ら
い
は
、
印
刷
の
製
本
所
が

休
み
で
、
仕
事
に
な
ら
な
い
。
さ
て

ど
う
す
れ
ば
、
お
く
れ
ず
に
雑
誌
を

出
せ
る
か
、
編
集
長
と
し
て
は
夜
も

お
ち
お
ち
ね
む
れ
な
い
。

○
‥
こ
の
雑
誌
で
は
、
ス
ペ
ー
ス

が
な
く
て
、
本
格
的
に
取
り
上
げ
る

こ
と
を
し
な
か
っ
た
が
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
い

ろ
ん
な
事
件
が
あ
い
つ
い
だ
。

ュ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
（学
生
五
輪
）

に
行

っ
た
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ
ー

ム
が

「
行
動
が
け
し
か
ら
ん
」
と
批

難
さ
れ
た
話
。
監
督
は
相
手
に
棄
権

を
通
告
す
る
の
を
忘
れ
、
選
手
は
、

買
い
込
ん
だ
お
み
や
げ
品
が
多
く
て

こ
れ
を
選
手
団
体
本
部
の
荷
物
と
い

っ
し
ょ
に
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
た
の

ん
だ
と
い
う
。

○
…
重
量
あ
げ
で
は
、
三
宅
弟
選

手
が
ド
ー
ビ
ン
グ

（興
奮
剤
な
ど
の

特
殊
薬
物
）
を
の
ん
だ
と
さ
れ
て
失

格
、
ク
レ
ー
射
撃
で
は
ア
マ
規
定
違

反
問
題
で
大
騒
ぎ
を
く
り
か
え
し
て

い
て
、
ま
だ
、
解
決
が
つ
い
て
い
な

い
。
ま
た
、
卓
球
で
は
中
共
と
台
湾

の

″
二
つ
の
中
国
″
問
題
に
日
本
が

ま
き
こ
ま
れ
、
こ
れ
ら

一
連
の
出
来

ご
と
に
怒

っ
た
右
翼
団
体
が

「
最
近

の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
な

っ
て
な
い
」
と

ど
な
り
こ
ん
だ
そ
う
だ
。

○
‥
こ
う
し
た
話
、
皆
さ
ん
は
ど

の
て
い
ど
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
編
集

部
の
貧
し
い
情
報
に
よ
る
と
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
役
員
、
選
手
、
あ
ま
り

こ
れ
ら
の
点
に
は
、
関
心
が
深
く
な

さ
そ
う
だ
。
ひ
と
ご
と
だ
と
思

っ
て

い
る
と
大
変
。
と
に
か
く
日
、
耳
、

頭
を
広
く
働
か
そ
う
。
　

　

（薫
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】

第
５
号

昭
和
６
年
１０
月
あ
日

印
刷

昭
和
６
年
■
月
１
日

発
行

編
集
兼
発
行
人
　
川
　
端
　
昇
　
市

発
行
所

　

東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
の

一
の

一

岸
記
念
体
育
会
館
内

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会

電
話

四
六
七
書
〓

一
一
（
内
線
】

一五

一

四
六
七
・
七
〇
九
五
（
直
通
）

郵
便
番
号

ｏ
一
五
〇

振
替

口
座

ｏ
東
京
三
二

一
九
二

印
刷
所

東
京
都
江
東
区
永
代

一
の
五
の
二

有
限
会
社

和
田
印
刷
所

定
価
　
一
部
　
百
円
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アル ミフレームに ア ル ミ シ ャフ ト採 用 .4/
車肇い =アルミニウム合金の比重は約2,7で 、銅の8.9や鉄の7.9に比べ

て%に過ぎず、非常に軽くリストの弱いプレーヤーに向きます。
特殊製法によるアルミニウム合金をラケットフレームに用い、鋼

3:費い

弾 む    J
鉄に匹敵する強さが発揮されました。

=―木製、スチール製に比較して柔軟性、反携力が抜群。打球の初速
が早く、更に加速が増加してすばらしいスマッシュが打てます。

禁ヨ孝 777~夕 θ矛
全国運動具専門店でヨネヤマのラケットと御指定下さい。

アルミナイ
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